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奥

義

抄

伝

本

考

ネ市

は

じ

め

に

本
稿
は
『
奥
義
抄
』
の
伝
本
に
関
す
る
旧
稿
の
補
訂
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

旧
稿
に
は
種
々
不
備
な
点
が
存
す
る
が
、
中
で
も
以
下
の
諸
点
に
つ
い

て
、
常
々
補
訂
の
要
を
感
じ
て
い
た
。
従
っ
て
旧
稿
の
全
面
改
稿
の
機
を

得
た
い
と
も
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
徒
に
時
日
を
経
て
、
『
奥
義
抄
』

の
研
究
も
近
時
大
い
に
進
ん
で
お
防
、
と
り
あ
え
ず
の
責
任
を
果
た
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
を
抱
く
に
至
り
、
本
稿
を
執
筆
す
る
こ
と
と
し
た
。

補
訂
の
第
一
は
、
旧
稿
末
尾
に
付
記
し
た
ご
と
く
、
久
曽
神
昇
氏
の
御

配
慮
に
よ
り
、
日
本
歌
学
大
系
本
の
底
本
と
な
っ
た
氏
御
所
蔵
の
志
香
須

遺

l
 

i
 

--E，，， 

上

新

郎

賀
文
庫
蔵
本
(
い
わ
ゆ
る
九
条
家
旧
蔵
耗
)
の
調
査
撮
影
を
許
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
『
奥
義
抄
』
は
現
在
、
日
本
歌
学
大
系
本
に
よ
っ
て
論
じ
ら

れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
そ
の
底
本
で
あ
る
志
香
須
賀
文
庫
本
の
重
要
性

は
論
を
侠
た
な
い
。
旧
稿
に
お
い
て
も
、
該
本
を
中
心
に
据
え
、
基
準
と

し
た
の
で
あ
る
が
、
脱
稿
を
急
い
だ
た
め
、
原
本
を
調
査
す
る
こ
と
を
怠

り
、
日
本
歌
学
大
系
と
そ
の
解
題
に
よ
っ
て
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
た
め
、

幾
つ
か
の
個
所
で
疑
問
と
不
備
を
残
す
結
果
と
な
り
、
重
大
な
姐
能
を
来

た
し
た
点
も
あ
る
。

今
回
、
志
香
須
賀
文
庫
本
を
調
査
す
る
に
及
ん
で
、
旧
稿
の
不
備
を
更

め
て
認
識
す
る
に
至
り
、
そ
れ
を
補
訂
し
た
い
と
考
え
る
。

な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
す
で
に
志
香
須
賀
文
庫
本
を
調
査
さ
れ
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た
日
比
野
浩
信
氏
に
よ
っ
て
、
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
説
。

更
に
、
旧
稿
発
表
後
、
井
上
宗
雄
氏
に
そ
の
存
在
を
御
教
示
頂
い
た
島

原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
(
『
松
平
文
庫
目
録
」
に
付
さ
れ
た
二
度
目
の

補
遣
に
記
載
が
あ
る
)
は
調
査
の
結
果
、
志
香
須
賀
文
庫
本
の
転
写
本
と

考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
、
そ
の
報
告
も
行
い
た
い
。

第
二
は
、
日
比
野
氏
に
よ
っ
て
豊
橋
市
中
央
図
書
館
蔵
本
に
関
す
る
考

察
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
あ
説
。
そ
の
結
果
、
該
伝
本
が
興
味
深
い
内
容

を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
稿
者
も
過
日
、
精
査
に
は
至
ら
な

い
が
、
調
査
の
機
会
を
得
た
。
問
題
点
は
日
比
野
氏
の
御
論
に
尽
き
て
お

り
、
改
め
て
論
じ
る
に
及
ば
な
い
が
、
書
誌
的
事
項
を
中
心
に
簡
単
な
整

理
を
試
み
た
い
。

第
三
は
、
旧
稿
の
追
記
に
述
べ
た
よ
う
に
、
浅
田
徹
氏
が
「
祐
盛
抄
に

つ
い
て
|
|
奥
義
抄
・
和
歌
色
葉
と
の
関
係
か
ら
|
|
」
(
「
国
文
学
研
究
」

ω平
1
・
叩
)
を
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

旧
稿
で
余
説
と
し
て
「
『
袖
中
抄
』
『
和
歌
色
葉
』
『
色
葉
和
難
集
』
に

お
け
る
『
奥
義
抄
』
の
引
用
、
影
響
に
つ
い
て
」

の
項
を
設
け
た
の
は

『
奥
義
抄
』
諸
本
の
異
同
の
複
雑
さ
に
思
い
あ
ぐ
ね
て
、
平
安
、
鎌
倉
期

の
『
奥
義
抄
』
本
文
を
少
し
で
も
知
る
手
が
か
り
を
得
た
い
と
の
考
え
で

あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
意
図
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
思

い
至
ら
ぬ
点
が
あ
り
、
俄
然
、
浅
田
氏
の
論
考
に
よ
っ
て
改
め
ね
ば
な
ら

ぬ
点
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
浅
田
氏
に
は
書
信
で
も
種
々
御
教
示
を

頂
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
は
重
要
な
示
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

稿
者
の
準
備
不
足
も
あ
り
、
か
つ
ま
た
、
浅
田
氏
が
何
ら
か
の
形
で
発
表

さ
れ
る
の
を
待
つ
べ
き
と
の
考
え
も
あ
り
、
今
回
は
旧
稿
の
最
少
限
の
訂

正
を
行
う
に
止
め
る
こ
と
と
し
た
。

以
下
、
全
体
的
に
非
生
産
的
で
、
旧
稿
の
つ
く
ろ
い
に
終
始
す
る
結
果

と
な
る
が
、
そ
の
不
備
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
い
を
残
さ
ぬ

よ
う
に
し
た
い
と
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
御
寛
恕
願
い
た

It¥ 。
最
初
に
、
旧
稿
に
掲
げ
た
『
奥
義
抄
』
の
伝
本
一
覧
を
増
補
し
て
再
び

掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
旧
稿
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
分
類
は
あ
く
ま
で
便

宜
に
よ
る
も
の
で
、
稿
者
自
身
絶
対
の
も
の
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
の
と
こ
ろ
旧
稿
の
分
類
を
大
き
く
改
め
る
必
要
も
な
い
と

考
え
る
。

-
類
本
(
流
布
本
系
)

川
志
香
須
賀
文
庫
蔵
本
(
日
本
歌
学
大
系
底
本
)
、
島
原
松
平
文
庫
蔵

本
(
志
香
須
賀
文
庫
蔵
本
転
写
)
、
書
陵
部
蔵
御
忍
本
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内
閣
文
庫
蔵
本
(
巻
中
中
途
以
下
欠
)
、
豊
橋
市
中
央
図
書
館
蔵
本

(
巻
中
中
途
よ
り
巻
中
巻
末
迄
E
類
本
で
補
写
)

京
都
女
子
大
学
吉
津
文
庫
蔵
本
(
存
巻
上
)

同
慶
安
五
年
版
本
、
金
万
比
羅
宮
蔵
本
(
版
本
転
写
)
、
国
学
院
大
学

蔵
本
(
版
本
転
写
)

E
類
本
(
異
本
系
)

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
(
欠
下
巻
余
)

三
手
文
庫
蔵
版
本
校
合
書
入
松
永
貞
徳
本

内
閣
文
庫
蔵
抄
出
本
(
欠
下
巻
余
)

書
陵
部
蔵
零
本
(
存
巻
中
)

イ寸
川
内
閣
文
庫
蔵
「
古
今
和
歌
濯
頂
部
」
(
巻
下
に
相
当
)
、
国
文
学
研

究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵
「
古
今
集
濯
頂
部
秘
歌
百
十
六
首
注
」

(
向
上
)

同
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
中
山
家
旧
蔵
本
(
存
巻
上
)

川
尊
経
閤
文
庫
蔵
伝
顕
昭
筆
本
(
存
下
巻
余
)

系
統
未
詳
本

天
理
図
書
館
蔵
藤
原
定
家
筆
本
(
存
下
巻
余
、
阪
書
棚
一
善
本
叢
書
影

~n 

一
.
志
香
須
賀
文
庫
蔵
本
と
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
に
つ
い
て

本
項
で
は
、
新
た
に
披
見
す
る
こ
と
を
得
た
右
記
二
本
に
つ
い
て
述
べ

る志
香
須
賀
文
庫
蔵
本

〔
江
戸
初
期
〕
写

合
一
冊

袋
綴
。
鷲
色
表
紙
(
一
ヱ
ハ
・
九
×
二

0
・
一
糎
)
、
左
肩
打
付
書
(
本

中

文
別
筆
)
「
奥
義
抄
弓
」
。
料
紙
、
薄
手
斐
紙
。
墨
付
、
一
七
八
丁
(
内

訳
、
上
、
四
四
丁
、
中
、
六
四
丁
、
下
並
下
巻
余
、
七

O
丁
)
。
遊
紙
、

-49ー

前
一
丁
(
但
新
補
)
、
後
な
し
。
字
面
高
さ
、
約
二

0
・
0
糎
。
毎
半

葉
十
二
行
書
。
和
歌
一
行
書
。
内
題
「
奥
義
妙
序
」
「
奥
義
紗
上
式

(
中
釈
、
下
釈
)
」
「
下
巻
余
」
。

元
三
冊
本
を
一
冊
に
合
綴
し
、
下
冊
の
表
紙
を
全
体
の
表
紙
に
用
い

て
い
る
(
久
曽
神
氏
御
指
摘
)
。

奥
書
、
下
釈
の
末
に
識
語
、

於
二
此
巻
一
者
和
歌
肝
心
目
足
也
、
非
一
一
瀧
頂
之
/
人
一
者
報
不
レ
可
レ

授
歎

開
、
仲
濯
頂
撰
二
器
量
及
/
年
購
一
可
レ
授
レ
之

玉
津
嶋
姫
明
神
御
守
護
巻
也
、
可
髄
云
と



(
返
点
読
点
稿
者
、
以
下
同
)

下
巻
余
末
に
、

正
和
五
年
応
鐘
廿
七
以
-
清
輔
朝
臣
自
筆
中
之
/
本
一
書
写
比
校

と
あ
る
。

更
に
、

花
鳥
次
第
定
家
卿
作

正
月
酬
二
月
鰍
子
三
月
舗
雀
四
月
剛
賊
五
月
繍
鶏
六
月
糊
子

/
七
月
齢
郎
花
八
月
献
九
月
射
薄
十
月
翻
十
一
月
刊
恥
十
一
一

毎
月
水
鳥

と
あ
る
。

印
記
、
本
来
の
三
分
冊
の
各
冊
末
に
「
李
部
大
卿
忠
次
」
(
長
方
藍
印
)

「
文
庫
」
(
藍
丸
陰
刻
)
が
あ
る
が
、
中
冊
は
載
取
さ
れ
て
い
る
。
前
記
二

印
は
共
に
榊
原
忠
次
の
蔵
印
で
あ
る
。

全
巻
一
筆
で
、
上
巻
の
章
題
、
中
下
巻
の
歌
番
号
を
朱
書
す
る
他
、
朱

合
点
を
付
す
。
但
し
、
下
巻
余
の
項
目
番
号
を
墨
書
す
る
他
、
声
点
や
傍

書
も
墨
で
あ
る
。

本
書
と
松
平
文
庫
蔵
本
は
極
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
る
の
で
、
詳
細
は

松
平
文
庫
蔵
本
の
書
誌
の
後
に
併
せ
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
(
一
一
七
1

一
O
O
)
本

〔
江
戸
前
期
〕
写

三
冊

袋
綴

浅
標
色
地
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
様
空
押
艶
出
表
紙

七

×
二

0
・
一
糎
)
、
左
肩
題
簸
「
奥
義
抄
中
(
下
)
」
(
上
冊
題
築
剥
落
)
。

料
紙
、
薄
手
斐
格
交
漉
紙
(
全
丁
近
時
の
裏
打
)
。
各
冊
共
現
在
扉
様
の

も
の
が
あ
り
、
左
肩
に
小
さ
く
「
奥
義
紗
上
高
)
」
「
奥
義
抄
下
」
と
し
、

更
に
中
冊
は
右
下
に
、
「
一
校
了
」
、
下
冊
は
左
下
に
「
校
合
了
」
と
あ
る
。

但
し
、
そ
れ
ら
は
近
時
の
裏
打
改
修
の
結
果
で
あ
り
、
本
来
見
返
し
裏
に

貼
込
ま
れ
る
べ
き
心
覚
え
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
墨
付
、
上
冊
、
五
回

丁
、
中
冊
、
七
八
丁
、
下
冊
八
一
了
。
以
上
は
前
記
扉
も
含
む
。
遊
紙
、

各
冊
共
な
し
。
字
面
高
き
、
約
二

0
・
七
糎
。
毎
半
葉
十
行
書
。
和
歌
一

行
書
。
内
題
「
奥
義
伊
ノ
序
」
「
奥
義
紗
上
式
(
中
釈
、
下
釈
)
」
片
下
巻
余
」
。

奥
書
、
下
釈
の
末
に
識
語
、

於
ニ
此
巻
一
者
和
歌
肝
心
目
足
也
非
ニ
湛
頂
之
/
人
-
者
報
不
レ
可
レ
関
、

償
法
頂
撰
一
一
事
)
及
年
璃
-
/
可
レ
授
レ
之

玉
津
嶋
姫
明
神
御
守
護
巻
也
、
可
畦

f

下
巻
余
末
に
、

正
和
五
年
応
鐘
廿
七
以
-
-
清
輔
朝
臣
自
筆
中
之
/
本
一
書
写
比
校

と
あ
る
。
ま
た
、
以
下
の
「
花
鳥
次
第
定
家
卿
作
」
は
、
志
香
須
賀
文

nu 
k
d
 



庫
本
と
字
配
り
ま
で
同
一
で
あ
る
。

印
記
、
各
冊
末
に
「
尚
舎
源
忠
房
」
(
長
方
藍
印
)
「
文
庫
」
(
朱
惰
円

陰
刻
)
を
捺
す
。

各
冊
別
筆
で
、
朱
書
、
朱
合
点
は
志
香
須
賀
文
庫
本
に
同
じ
く
す
る
。

志
香
須
賀
文
庫
本
、
島
原
松
平
文
庫
本
の
二
伝
本
を
比
較
す
る
と
、
行

数
、
字
詰
等
の
見
か
け
は
一
致
し
て
い
な
い
が
、
本
文
に
お
い
て
は
酷
似

し
て
お
り
、
両
者
に
書
写
上
緊
密
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

些
細
な
て
に
を
は
の
異
同
を
見
つ
け
る
の
も
容
易
で
な
く
、
「
・
:
イ
」
「
・
:

欺
」
と
す
る
傍
記
も
殆
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
但
し
、
巻
に
よ
っ
て
多
少

の
違
い
が
あ
り
、
各
冊
別
筆
の
寄
合
書
で
あ
る
松
平
文
庫
本
は
、
下
冊
に

お
い
て
志
香
須
賀
文
庫
本
の
「
・
:
欺
」
の
傍
記
案
が
本
行
と
な
っ
て
い
る

例
が
目
立
つ
他
、
全
冊
共
振
仮
名
訓
点
が
志
香
須
賀
文
庫
本
よ
り
少
な
く
、

そ
の
逆
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

明
ら
か
な
異
同
と
し
て
は
、
僅
か
に
、
「
盗
古
寄
讃
寄
」
中
、
能
宣
の

「
花
さ
か
ぬ
常
盤
の
山
の
鷲
は
を
の
れ
鳴
て
や
春
を
し
る
ら
ん
」
(
日
本
歌

学
大
系
本
二
四
八
頁
二
行
目
)
の
一
首
を
松
平
文
庫
本
が
欠
い
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
松
平
文
庫
本
を
志
香
須
賀
文
庫
本
が
転
写
し

た
可
能
性
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
松
平
文
庫
本
は
志
香
須
賀
文
庫
本
の
転
写
本
な
の
で
あ
ろ

う
か
。こ

こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
両
本
の
旧
蔵
者
で
あ
る
。
志
香
須
賀
文

庫
本
は
榊
原
忠
次
(
一
六
O
五
1

六
五
)
の
、
松
平
文
庫
本
は
松
平
忠
房

(
一
六
一
九
ー
一
七

O
O
)
の
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
は
両
本
の
蔵
印
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
両
者
の
文
庫
の
蔵
書
に
し
ば
し
ば
直
接
の
書

承
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。

吉
田
幸
一
氏
は
大
著
『
和
泉
式
部
集

定
家
本
考
』
(
平
2
刊
)
に
お
い

て
、
『
和
泉
式
部
集
』
正
集
の
諸
本
を
考
察
さ
れ
、
榊
原
本
と
松
平
本
と

の
書
承
関
係
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
(
下
二
二
l
三
六
頁
)
。
吉
田
氏
の
考

察
は
、
榊
原
忠
次
、
松
平
忠
房
両
者
の
伝
記
か
ら
交
遊
関
係
、
書
物
の
貸

借
さ
れ
た
時
期
の
推
定
、
『
和
泉
式
部
集
』
正
集
に
お
け
る
両
本
の
異
同

ま
で
詳
細
で
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
結
論
は
、
『
和
泉
式
部
集
』
正
集
に

お
い
て
は
、
榊
原
本
が
底
本
で
あ
り
、
松
平
本
は
そ
の
転
写
本
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
吉
田
氏
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
正
集
の
場
合
は
、
榊
原
本
が
先
行
の
写
本
で
あ
り
、

松
平
本
が
榊
原
本
を
底
本
と
し
て
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
松
平
本
の
独
自
異
文
は
す
べ
て
誤

写
誤
脱
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
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榊
原
本
『
和
泉
式
部
日
記
」
で
は
、
松
平
本
を
底
本
と
し
た
親
子
関

係
で
あ
っ
た
こ
と
と
は
逆
で
あ
っ
て
、
か
よ
う
な
と
こ
ろ
に
両
文
庫

本
が
相
互
に
交
換
し
あ
っ
て
、
借
り
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
よ
う
。

と
も
述
べ
ら
れ
、
両
文
庫
本
の
書
承
関
係
は
そ
の
都
度
検
討
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
『
奥
義
抄
』
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
、
「
花

さ
か
ぬ
」
歌
一
首
の
脱
落
に
よ
り
、
松
平
文
庫
本
が
底
本
で
あ
る
可
能
性

は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
次
は
、
志
香
須
賀
文
庫
本
が
底
本
で
松

平
文
庫
本
が
転
写
本
と
考
え
て
矛
盾
が
な
い
か
否
か
を
検
討
す
る
こ
と
と

す
る
。ま

ず
、
右
の
推
定
を
支
持
す
る
か
と
思
え
る
点
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ

る

、

第
一
と
し
て
、
志
香
須
賀
文
庫
本
が
正
し
い
、
も
し
く
は
元
の
形
で
、

松
平
文
庫
本
が
誤
っ
た
と
思
わ
れ
る
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
場
合
が
あ

げ
ら
れ
る
(
上
段
志
香
須
賀
文
庫
本
、
下
段
松
平
文
庫
本
)
。

ωお
も
ひ
を
め
ぐ
ら
さ
ず
し
て
1

お
も
ひ
を
め
ぐ
ら
ず
し
て
(
日
本
歌

学
大
系
本
二
四
O
頁
四
行
目
)

ωか
も
、
ら
し
、
ぺ
ら
な
ど
ー
か
も
、
ら
し
、
つ
ら
な
ど
(
同
二
四
二

頁
入
行
目
)

ωふ
か
っ
し
ま
山
l
ふ
ろ
し
ま
山
(
同
二
五
五
頁
十
三
行
目
)

ωサ
、
ナ
ミ
ノ
(
細
注
)

l
サ
チ
シ
ノ
(
細
注
)
(
同
二
五
八
頁
十
五

行
目
)

同
廿
六
山
烏
頭
白
l
廿
六
烏
頭
白
(
同
二
六
二
頁
九
行
日
)

ジ
ヤ
ウ
ニ
ハ
一
か
ジ
ヤ
ウ
ニ
ハ

山
間
黄
壌
ト
昔
ハ
壌
(
同
二
七
一
頁
七
行
目
、
志
香
須
賀
文
庫
本
ノ
字

体
ア
タ
カ
モ
松
平
文
庫
本
ノ
ヨ
ウ
ニ
見
ユ
)

例
遍
昭
が
寄
の
調
に
!
遍
昭
の
調
に
(
同
二
七
三
頁
五
行
目
)

同
流
水
曲
l
流
水
(
同
二
七
九
頁
十
七
行
目
)

調

刷
水
調
と
云
調
も
あ
る
也
l
水
調
も
。
有
也
(
同
二
七
九
頁
十
八
行
目
)

せ

側
い
も
の
山
せ
の
山
ー
い
も
せ
の
山
を
の
山
(
同
二
八
九
頁
十
一
行
目
)

ωひ
れ
ふ
ら
し
け
ん
l
ひ
ら
ふ
ら
し
け
ん
(
同
二
九
一
頁
十
行
目
)

凶
人
づ
ま
ゆ
へ
に
ー
人
ま
つ
ゆ
へ
に
(
二
九
三
頁
十
八
行
目
)

え

歎

え

歎

ω淡
路
の
嶋
を
も
ち
て
み
な
と
す
l
淡
路
の
嶋
を
も
ち
て
み
な
と
(
同

三
O
二
頁
二
行
目
)

凶
此
事
と
こ
そ
は
へ
め
れ
i
此
事
を
こ
そ
は
へ
め
れ
(
同
三
O
二
頁
十

七
行
目
)

M
M
か
ぞ
い
ろ
は
と
云
は
l
か
ぞ
い
ろ
と
は
云
は
(
同
二
二

O
頁
十
八
行

目



同
此
寄
に
は
か
ら
れ
て
|
此
寄
に
は
か
ら
て
(
同
コ
二
八
頁
十
行
目
)

間
世
中
な
げ
か
し
く
i
世
中
な
つ
か
し
く
(
同
三
二

O
頁
十
八
行
目
)

同
高
麗
錦
と
か
け
り
ー
高
麗
錦
と
か
き
り
(
同
三
二
八
頁
十
五
行
目
)

同
く
さ
し
も
有
け
る
こ
そ
ー
く
さ
し
も
有
け
る
る
〔
に
〕
こ
そ
(
同
三

三
九
頁
十
八
行
目
)

ω菅
原
伏
見
野
中
陵
に
葬
l
菅
原
伏
見
野
中
陵
小
葬
(
同
三
四
一
頁
七

行
目
)

制
塩
竃
の
ー
塩
電
の
(
同
三
四
五
頁
十
八
行
目
)

同
み
こ
と
よ
み
た
ま
へ
る
豆
町
|
み
こ
と
よ
み
た
て
ま
つ
る
寄
(
同
三
五

O
頁
九
行
目
)

同
撰
ニ
器
量
及
年
璃
一
ー
撰
一
一
量
及
年
璃

(
同
三
五
一
頁
三
行
目
)

凶
我
は
見
や
ら
ん
l
我
は
み
ゆ
ら
ん
(
同
三
五
五
頁
十
六
行
目
)

同
ひ
め
君
出
て
|
姫
思
ひ
出
て
(
同
三
五
七
頁
十
七
行
目
)

は
か

闘
い
た
つ
き
煩
也
、
煩
は
悩
也
、
苦
也
ー
い
た
つ
き
煩
也
、
煩
也
、
苦

也
(
同
三
五
九
頁
八
行
目
)

以
上
何
れ
も
志
香
須
賀
文
庫
本
を
転
写
す
る
際
、
松
平
文
庫
本
が
誤
つ

た
と
見
ら
れ
る
。
中
で
も

ωωω
例
制
側
の
よ
う
に
、
志
香
須
賀
文
庫
本

の
字
体
に
誤
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。

一
方
、
松
平
文
庫
本
が
正
し
く
、
志
香
須
賀
文
庫
本
が
誤
る
例
は
極
め

て
少
な
い
。

的
ゆ
ふ
や
み
は
お
い

~Jも
道
も
見
え
ね
ど
1

ゆ
ふ
や
み
は
道
も
見
え
ね
ど

(
同
二
八
六
頁
十
一
行
目
)

川
ゆ
ら
ぐ
王
の
を
ー
ゆ
ら
ぐ
玉
の
を
(
同
二
九
七
頁
三
行
目
)

お

か

や

同
出
い
り
く
る
と
l
出
い
り
く
る
。
と
(
同
=
二
八
頁
十
四
行
目
)

と
、
ひ
と

同
あ
な
し
ら
ず
l
あ
な
。
し
ら
ず
(
同
三
四
四
頁
九
行
目
)

同
倭
姫
命
こ
つ
け
た
ま
ふ
|
倭
姫
命
こ
つ
け
た
ま
ふ
(
同
三
五
三
頁
十

六
行
目
)

ア
ケ
ナ
ダ
チ
ノ
{
マ
マ
〕
倭

M
W
偉
武
尊
ト
偉
武
尊
(
同
三
六
四
頁
六
行
目
)

h

、

こ
れ
ら
を
見
る
と
例
川
は
意
改
と
見
て
差
支
え
な
く
、
同
以
下
は
む
し

ろ
、
松
平
文
庫
本
が
志
香
須
賀
文
庫
本
を
転
写
し
た
証
と
も
い
え
る
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
松
平
文
庫
本
が
志
香
須
賀
文
庫
本
の
判
読

に
苦
し
ん
だ
形
跡
の
あ
る
箇
所
も
幾
つ
か
あ
る
。
二
、
三
の
例
を
あ
げ
る

.
と
、
志
香
須
賀
文
庫
本
の
「
か
げ
ろ
ふ
の
」
(
日
本
歌
学
大
系
本
二
二
八

頁
八
行
目
)
の
「
の
(
農
の
崩
し
)
」
、
「
元
頭
有
尾
」
(
同
二
三

O
頁
十
五

行
目
)
の
「
元
」
、
「
秋
は
ぎ
は
」
(
同
二
三
三
頁
十
七
行
目
)
の

き

(
起
の
崩
し
)
」
、
「
暗
な
る
鹿
の
」
(
問
)
の
「
暗
」
等
難
読
の
字
体
を
そ

の
ま
ま
写
し
、
傍
に
平
明
な
字
体
を
書
き
添
え
て
い
る
。
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な
お
、
同
の
異
同
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

第
二
は
、
訓
点
、
振
仮
名
等
は
志
香
須
賀
文
庫
本
に
一
方
的
に
多
く
、

松
平
文
庫
本
は
そ
の
過
半
し
か
存
し
な
い
が
、
逆
の
例
は
二
、
三
例
、
そ

れ
も
付
す
に
及
ば
ぬ
箇
所
の
み
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

例
霧
l
鉱
(
同
二
五
一
頁
十
二
行
目
)

的
帝
i
、
新
(
同
三
六
四
頁
十
三
行
自
)

右
が
逆
の
例
で
あ
り
、
や
は
り
、
転
写
の
際
、
松
平
文
庫
本
が
ほ
ぼ

方
的
に
省
略
し
た
と
考
え
て
よ
い
。

ま
た
、
松
平
文
庫
本
が
転
写
本
で
あ
る
証
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
が
、

以
下
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

そ
れ
は
、
松
平
文
庫
本
は
各
冊
別
筆
で
あ
る
が
、
筆
者
に
よ
り
書
写
態

度
に
若
干
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
上
中
冊
は
訓
点
、
振
仮
名
が
か
な
り

省
略
さ
れ
て
い
る
点
を
除
く
と
、
傍
記
、
傍
注
を
含
め
て
、
本
文
は
悉
く

と
言
っ
て
よ
い
程
、
志
香
須
賀
文
庫
本
に
一
致
し
て
い
る
。
但
し
、
字
配

り
等
書
写
形
態
に
つ
い
て
は
、
上
冊
が
両
本
や
や
似
た
点
も
あ
る
の
に
対

し
、
中
冊
は
松
平
文
庫
本
が
癖
の
あ
る
字
体
の
為
も
あ
っ
て
か
、
あ
ま
り

似
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
下
冊
は
や
や
異
同
が
目
に
つ
き
、
傍
記
、

傍
注
部
分
が
し
ば
し
ば
一
致
し
な
い
。
先
に
一
言
し
た
よ
う
に
、
志
香
須

賀
文
庫
本
で
「
:
・
欺
」
と
す
る
校
訂
案
が
松
平
文
庫
本
で
は
本
行
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
多
く
、
「
:
・
イ
」
と
す
る
異
本
注
記
が
本
行
と
な
っ
た
り
、

本
行
と
異
本
注
記
が
入
れ
換
わ
る
例
も
若
干
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
ら
を
列

挙
す
る
。

へ
ず
歎

ωこ
ろ
も
つ
き
し
て
ー
こ
ろ
も
へ
ず
し
て
(
同
三
三
三
頁
六
行
目
)

出
祭
歎

ω人
に
は
い
か
に
も
口
と
い
ふ
物
と
い
へ
り
l
人
に
は
い
か
に
も
崇
と

い
ふ
物
と
い
へ
り
(
同
三
三
四
頁
八
行
目
、
志
香
須
賀
文
庫
本
、
「
早
」

ノ
下
ニ
「
宗
」
ノ
ヨ
ウ
ナ
字
体
、
「
景
」
ノ
誤
カ
、
諸
本
「
か
げ
」
、
但
、

御
亙
本
ハ
志
香
須
賀
文
庫
本
ニ
似
タ
不
明
瞭
ナ
字
体
)

づ
イ

ω山
か
ぐ
ら
せ
よ
l
山
か
づ
ら
せ
よ
(
同
三
四
五
頁
一
行
自
)

授
歎

凶
可
レ
授
レ
之
l
可
レ
授
レ
之
(
同
三
五
一
頁
三
行
目
)

ωれ
ぴ
き
て
i
そ
ぴ
き
て
(
同
三
五
五
頁
十
四
行
目
)

に

イ

な

イ

同
み
な
い
た
づ
き
の
l
み
に
い
た
づ
き
の
(
同
三
五
九
頁
二
行
目
)

り

れ

仰
さ
だ
め
ら
れ
た
れ
ー
さ
だ
め
ら
れ
た
り
(
同
一
二
六
一
頁
七
行
目
)

逃
イ
『
マ

Z
逮

イ

ミ

側
遠
己
ト
逃
己
(
同
三
六
六
頁
入
行
、
「
遠
」
「
逃
」
ハ
イ
ズ
レ
モ
異

体
字
、
諸
本
「
遠
逃
亡
」
モ
シ
ク
ハ
ソ
ノ
誤
写
)

休

イ

体

イ

川
汝
欲
レ
体
乎
l
汝
欲
レ
休
乎
(
同
三
六
七
頁
七
行
目
)

停

歎

ゑ

し

ゃ

く

帥
借
釈
|
惇
釈
(
同
三
六
七
頁
十
五
行
目
、
尊
経
閤
文
庫
本
「
曾
釈
」

民
U

天
理
図
書
館
本
「
曾
尺
」
、
御
亙
本
・
豊
橋
本
・
版
本
「
緒
釈
」
)

こ
れ
ら
の
中
、

ωωω
の
よ
う
に
、
志
香
須
賀
文
庫
本
の
明
ら
か
な
誤



り
の
場
合
は
、
松
平
文
庫
本
が
意
改
し
た
と
も
、
志
香
須
賀
文
庫
本
と
は

無
関
係
と
も
、
何
れ
と
も
解
釈
出
来
る
が
、

ω仰
は
志
香
須
賀
文
庫
本
の

本
文
を
前
提
と
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
又
、
山
間
同
州
は
本

行
と
異
本
注
記
が
逆
に
な
っ
て
い
る
が
、
松
平
文
庫
本
で
は
正
し
い
と
思

わ
れ
る
本
文
が
本
行
に
、
誤
り
と
思
わ
れ
る
本
文
が
異
本
注
記
に
替
っ
て

お
り
、

一
種
の
意
改
か
と
思
わ
れ
る
。

志
香
須
賀
文
庫
本
は
明
白
な
誤
り
の
箇
所
に
も
、
「
:
・
欺
」
「
:
・
イ
」
の

傍
記
が
あ
り
、
本
文
改
訂
に
は
慎
重
な
態
度
が
伺
え
る
。

一
方
、
各
冊
別

筆
の
松
平
文
庫
本
で
下
冊
の
み
傍
記
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
や
は

り
松
平
文
庫
本
下
冊
の
書
写
態
度
に
原
因
を
求
め
る
べ
き
か
と
考
え
ら
れ
、

右
の
異
同
は
、
松
平
文
庫
本
が
志
香
須
賀
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
い
る
と

い
う
仮
説
の
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
箇
所
と
は
異
な
り
、
右
の
仮
説
の
障
害
と
な

る
事
実
も
存
す
る
。

第
一
は
、
志
香
須
賀
文
庫
本
で
は
数
箇
所
に
独
自
の
欠
文
、
欠
字
が
あ

り
、
そ
の
部
分
が
空
白
と
な
っ
て
い
る
が
、
松
平
文
庫
本
は
そ
の
一
部
が

補
填
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ωう
つ
ろ
は
ぬ
心
の
ふ
か
く
有
け
れ
ば
(
以
下
空
白
)
l
う
つ
ろ
は
ぬ

(
マ
マ
)

心
の
ふ
か
く
有
け
れ
ば
こ
も
ろ
ら
散
花
春
に
あ
へ
る
ご
と
(
同
二
八
九
頁

四
行
目
)

本

ノ

マ

、

心

ωむ
ね
は
し
り
火
に
心
や
け
|
む
ね
は
し
り
火
に
心
や
け
を
り
(
同

三
四
三
頁
四
行
目
、
松
平
文
庫
本
ノ
傍
書
ハ
志
香
須
賀
文
庫
本
ガ
「
心
」

ヲ
「
人
」
ト
見
マ
ガ
ウ
字
体
デ
書
キ
、
松
平
文
庫
本
モ
同
様
デ
ア
ル
ノ
デ

更
メ
テ
「
心
」
ト
注
記
セ
ル
モ
ノ
)

し
か
し
な
が
ら
、

ωは
後
撰
集
歌
の
注
釈
で
掲
げ
た
巻
十
六
、

一
一
五

六
番
歌
の
第
四
、
五
句
で
あ
り
、

ωは
、
古
今
集
歌
注
釈
で
掲
げ
た
巻
十

九

一
O
三
O
番
歌
の
末
尾
で
あ
り
、
共
に
容
易
に
補
え
る
も
の
で
あ
る
。

逆
に
、
同
様
の
空
白
で
も
、
容
易
に
補
え
な
い
箇
所
は
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
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て
お
り
、
か
え
っ
て
転
写
の
事
実
を
補
強
す
る
結
果
と
な
る
。

M
W
な
を
(
空
白
)
な
ま
し
i
同
上
(
同
三
一
一
頁
十
三
行
目
)

川
此
寄
は
此
集
の
第

巻
に
も
あ
り
ー
此
寄
は
此
集
の
第
巻
に
も
あ
り

(
同
一
三
八
頁
十
六
行
目
、
松
平
文
庫
本
ハ
空
白
ナ
シ
)

同
郭
公
鳴
つ
る
(
空
白
)
の
ー
同
上
(
同
三
四
二
頁
十
行
目
)

右
記
三
例
を
見
れ
ば
、
松
平
文
庫
本
が
転
写
本
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
疑

え
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
い
さ
さ
か
論
証
が
く
ど
い
と
思
う
向
き
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

松
平
文
庫
本
の
下
冊
は
書
写
者
の
態
度
か
ら
か
、
転
写
の
際
、
誤
脱
、
意

改
の
域
を
越
え
た
異
同
が
以
下
の
ご
と
く
な
お
存
す
る
の
で
、
念
を
入
れ



た
の
が
こ
の
結
果
で
あ
る
。

さ
て
、
不
審
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
点
と
は
次
の
よ
う
な
箪
附
で
あ
る
。

全
て
松
平
文
庫
本
の
下
冊
に
か
か
わ
る
。

ぬ
か
(
「
か
」

ωあ
ふ
こ
と
の
い
と
も
た
え
ぬ
る
ー
あ
ふ
こ
と
の
い
と
も
た
え
な
る

見

セ

消

チ

)

と

(
同
三
三
六
頁
一
行
目
)

、L
イ

ωな
に
つ
き
け
ん
と
い
ふ
心
也
!
な
に
つ
き
け
ん
と
い
ふ
人
也
(
同
三

四
O
頁
一
行
目
)

は
イ
(
「
イ
」
見
セ
消
チ
)

ωひ
た
ち
の
国
に
は
ー
ひ
た
ち
の
国
に
て
(
同
三
五
三
頁
四
行
目
)

と
あ
か
(
「
か
」
見
セ
消
チ
)

川
聞
か
こ
と
い
ふ
物
あ
れ
ば
l
か
こ
と
い
ふ
物
な
れ
ば
(
同
三
五
三
頁
九

行
自
)

と
か

ωい
づ
れ
と
さ
だ
め
が
た
き
事
也
l

い
づ
れ
の
さ
だ
め
が
た
き
事
也

と

(
岡
三
六
三
頁
十
三
行
目
)

以
上
五
箇
所
に
つ
い
て
、
上
段
の
本
文
を
書
写
し
て
下
段
の
本
文
に
な

る
こ
と
は
常
識
的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
松
平
文
庫
本
は
志
香
須
賀
文
庫
本
の
転
写
本
で
あ
ろ
う
と

し
た
先
の
仮
説
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
、
松
平
文
庫
本
は
転
写
本
で
あ
ろ
う
と
考
え

る
実
は
、
以
上
五
例
に
類
似
し
た
箇
所
が
も
う
一
つ
あ
る
。
志
香
須
賀
文

庫
本
を
転
写
す
る
際
、
松
平
文
庫
本
が
誤
っ
た
と
見
ら
れ
る
例
と
し
て
す

で
に
掲
げ
た
い
剛
の
例
で
あ
る
(
本
稿
五
三
頁
)
。

参
考
の
た
め
左
に
も
う
一
度
掲
げ
る
。
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闘
い
た
つ
き
煩
也
、
煩
は
悩
也
、
苦
也
l
い
た
つ
き
煩
也
、
煩
也
、
苦

也
(
同
三
五
九
頁
八
行
目
)

こ
の
六
例
に
は
幾
つ
か
の
共
通
点
が
あ
る
。

ま
ず
、
志
香
須
賀
文
庫
本
の
本
文
に
は
何
ら
問
題
が
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
こ
と
、
更
に
諸
本
も
ほ
と
ん
ど
異
同
が
な
く
、
本
来
、
本
文
上
の
疑

義
が
生
じ
そ
う
も
な
い
箇
所
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
松
平
文
庫
本
は
本
行
で
明
ら
か
に
誤
っ
て
お
り
、
「
・
:
イ
」
「
:
・

か
」
も
し
く
は
単
な
る
傍
書
で
、
校
訂
案
が
示
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
概
ね
正

し
く
志
香
須
賀
文
庫
本
に
一
致
す
る
。
更
に
、
本
行
と
「
イ
」
「
か
」
が

見
せ
消
ち
さ
れ
、
本
文
が
改
め
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
松
平
文
庫
本

を
転
写
本
と
す
る
の
に
、
障
害
と
な
る
の
は
ま
さ
に
こ
の
点
で
あ
る
。
誤

写
す
る
の
は
あ
り
勝
ち
の
こ
と
で
奇
と
す
る
に
足
り
な
い
が
、
底
本
の
正

し
い
本
文
が
、
何
故
「
:
・
イ
」
「
:
・
か
」
と
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。
単
な
る
見
せ
消
ち
と
何
故
き
れ
な
か
っ
た
の
か
。

以
下
は
推
測
で
あ
る
。

松
平
文
庫
本
で
は
、
今
例
示
し
た
よ
う
な
箇
所
の
傍
記
は
、
本
文
の
書

p
h
u
 



写
と
は
別
の
時
点
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
傍
記
が
本
文
と
同
筆
で

あ
る
か
否
か
は
今
俄
か
に
判
定
が
困
難
で
あ
る
が
、
各
冊
筆
者
を
異
に
す

る
寄
合
書
で
あ
る
か
ら
に
は
、
別
人
も
し
く
は
別
時
の
書
入
れ
と
考
え
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
の
時
点
で
、
す
で
に
底
本
が
手
元
に
な
か
っ
た

な
ら
ば
ど
う
な
る
か
。
そ
の
結
果
が
、
傍
記
の
校
訂
案
と
な
っ
て
現
わ
れ

た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
、
明
白
と
思
わ
れ
る
箇
所
で
は
本
行
あ

る
い
は
「
か
」
が
抹
消
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
ら
ば
、
「
:
・
か
」
は
と
に
か
く
「
・
:
イ
」
は
何
な
の
か
。
問
題
と
な

る
の
は

ωと
ωで
あ
る
。
こ
の
異
本
校
合
は
、
志
香
須
賀
文
庫
本
、
御
亙

本
、
豊
橋
市
中
央
図
書
館
本
の
上
巻
部
分
を
中
心
に
、
共
通
し
て
あ
ら
わ

れ
る
異
本
校
合
と
は
別
で
あ
る
。

結
論
は
、

一
見
「
イ
」
と
し
か
読
め
な
い
文
字
は
ど
う
や
ら
「
か
(
可

の
崩
し
)
」
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
単
独
で
は
「
イ
」

の
よ
、
つ
に

見
え
る
が
、
川
凶
同
例
の
「
か
」
と
比
較
し
て
「
か
」
と
認
定
し
う
る
よ

う
で
あ
る
。
同
筆
で
明
ら
か
に
「
イ
」
で
あ
る
文
字
が
ほ
と
ん
ど
な
く
比

較
出
来
な
い
が
、

ωω
の
傍
記
は
、
他
と
同
じ
く
、
底
本
を
再
確
認
出
来

な
い
ま
ま
の
校
訂
案
で
あ
ろ
う
。

闘
の
誤
脱
が
結
局
、
元
の
形
に
復
原
出
来
な
か
っ
た
の
も
、
既
に
底
本

が
手
元
に
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
中
下
冊
の
扉
の
下
部
に

「
一
校
了
」
「
校
合
了
」
と
あ
る
の
も
、
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
見
直
し
を

示
唆
し
て
い
る
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
右
の
よ
う
に
複
雑
に
考
え
ず
、
松
平
文
庫
本
は
志
香
須
賀
文
庫

本
の
直
接
の
転
写
本
で
は
な
く
、
そ
の
聞
に
一
本
以
上
を
介
在
さ
せ
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
、
榊
原
本
と
松
平
文
庫
本
と
の
関
係
と
し
て
指

摘
さ
れ
て
来
た
事
実
や
、
ご
く
僅
少
の
例
以
外
、
直
接
の
転
写
と
し
て
矛

盾
を
生
じ
な
い
点
等
か
ら
、
や
は
り
直
接
関
係
を
想
定
す
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
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従
っ
て
、
以
下
に
お
い
て
は
、
松
平
文
庫
本
は
志
香
須
賀
文
庫
本
の
転

写
本
と
し
て
、
本
文
比
較
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
す
る
。

次
に
、
志
香
須
賀
文
庫
本
に
つ
い
て
、
今
回
調
査
し
た
結
果
、
旧
稿
を

補
訂
す
べ
き
点
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

日
本
歌
学
大
系
本
は
志
香
須
賀
文
庫
本
を
底
本
と
し
、
慶
安
五
年
版
本

で
校
訂
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
慶
安
五
年
版
本
に
見
え
る
独
自
記
事
及
び
、

志
香
須
賀
文
庫
本
の
欠
文
を
版
本
に
よ
っ
て
補
い
、
〔

〕
内
に
小
字
で

補
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
の
誤
り
も
、
版
本
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
所
が

あ
る
。
但
し
、
校
訂
の
都
合
上
、
必
ら
ず
し
も
以
上
の
原
則
に
従
っ
て
い



な
い
点
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
〔

〕
で
表
記
さ
れ
た
部
分
以
外
で
志
香

須
賀
文
庫
本
の
欠
文
が
補
わ
れ
て
い
る
箇
所
中
、
主
要
な
も
の
を
左
に
掲

げ
る
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
、
日
本
歌
学
大
系
本
が
流
布
本
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、
利
用
す
る
際
の
便
宜
を
計
ろ
う
と
す
る
意
図
に
外
な
ら
な
い
。

な
お
、
志
香
須
賀
文
庫
本
独
自
の
脱
文
箇
所
に
つ
い
て
は
、
性
質
を
異

に
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
併
せ
て
掲
げ
る
の
は
い
か
が
か
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
志
香
須
賀
文
庫
本
の
本
文
の
性
質
を
考
え
る
に
は
必
要
と

思
わ
れ
る
の
で
、

一
緒
に
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。

r-司、

〕
内
が
主
と
し
て
版
本
に
よ
り
捕
わ
れ
た
部
分
で
あ
り
、
本
文
頁

数
と
も
に
日
本
歌
学
大
系
本
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

ω三
無
頭
有
尾
〔
神
日
本
磐
余
彦
天
皇
撃
二
泉
師
一
歌
云
、
〕
(
日
本
歌
学

大
系
本
二
三
O
頁
十
五
行
目
、
底
本
の
み
欠
)

ω但
古
今
井
拾
遺
集
に
物
名
部
と
云
は
こ
れ
に
や
。
〔
近
代
の
人
是
を

称
二
隠
題
一
也
。
件
歌
は
〕
為
レ
題
而
物
名
を
歌
の
お
も
て
に
お
き
て
他
の

心
を
の
ぷ
る
也
。
(
同
二
三
五
頁
十
六
i
七
行
目
、
カ
ッ
コ
内
版
本
の
み

あ
り
)ω

〔
私
云
、
の
の
ト
も
も
〕
(
同
二
三
七
頁
十
行
目
、
諸
本
ナ
シ
、
校
訂

の
際
の
注
記
か
)

ω七
遍
身

二
韻
中
本
韻
二
字
以
上
を
除
て
同
字
〔
あ
る
な
り
〕
。
(
同

二
三
八
頁
十
三
行
目
、
底
本
の
み
欠
)

ω
〔
孫
姫
式
云
、
一
篇
之
内
、
再
向
調
云
々
。
〕
(
同
二
三
人
頁
十
七
行
目
、

版
本
の
み
あ
り
)

附
こ
の
経
を
ば
仏
神
の
よ
ろ
こ
び
あ
が
め
給
ふ
も
の
な
れ
ば
、
〔
む
な

し
き
ふ
ね
と
い
ふ
に
わ
が
身
を
そ
へ
て
、
か
み
も
あ
は
れ
〕
と
お
ぼ
す
ら

む
と
よ
ま
せ
給
へ
る
な
り
。
(
同
二
七
O
頁
十
五
l
六
行
目
、
底
本
の
み

欠
的
衆
蚊
成
レ
雷
と
い
ふ
文
の
心
也
と
〔
申
す
人
も
〕
あ
れ
ど
、
(
同
二
七

三
頁
十
六
i
七
行
目
、
版
本
に
よ
り
補
、
底
本
と
同
系
の

I
類
本
川
諸
本

ナ
シ
)

側
〔
王
母
い
ま
だ
〕
い
だ
す
べ
か
ら
ず
と
い
ひ
て
、
(
同
二
七
回
頁
十

だ
す
イ

一
一
l
三
行
目
、
底
本
の
み
欠
、
但
、
底
本
「
い
き
べ
か
ら
ず
と
い
ひ
て
」
)

同
た
へ
な
る
も
〔
あ
や
し
と
云
ふ
。
〕
あ
や
し
と
云
ふ
こ
と
は
、
(
同
二

八
O
頁
十
七
行
目
、
版
本
の
み
あ
り
)

側
う
つ
ろ
は
ぬ
こ
、
ろ
の
ふ
か
く
あ
り
け
れ
ば
〔
こ
も
ら
ち
る
は
な
春

に
あ
へ
る
ご
と
〕
(
同
二
人
九
頁
四
行
目
、
底
本
の
み
空
白
、
既
述
)

ω
〔
さ
く
さ
め
さ
ま
ハ
¥
に
申
す
め
り
。
〕
(
同
二
九
O
頁
十
二
行
目
、

版
本
に
よ
り
補
、
底
本
と
同
系
の
I
類
本
川
諸
本
ナ
シ
)

凸

O
FHU 



同
又
〔
こ
の
か
が
み
の
こ
と
て
或
物
に
は
(
同
二
九
三
頁
三
l
四
行

目
、
版
本
の
み
あ
り
)

側
〔
尭
遁
一
一
帝
位
一
居
ニ
姑
射
一
、
〕
(
同
二
九
七
頁
十
行
目
、
版
本
に
よ
り

補
、
底
本
と
同
系
の

I
類
本
州
諸
本
ナ
シ
)

凶
〔
月
よ
み
と
も
い
ふ
。
〕
(
同
二
九
七
頁
十
四
行
目
、
底
本
の
み
欠
、

但
、
こ
の
辺
り
諸
本
異
同
若
干
あ
り
)

日
開
よ
ぶ
こ
ど
り
に
も
、
〔
ち
ど
り
に
も
〕
よ
め
り
。
(
同
一
一
一
一
一

O
頁
十
一
ー

二
行
目
、
底
本
の
み
欠
、
但
、
豊
橋
本
こ
の
辺
り
脱
文
)

日
間
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
と
は
黒
白
も
し
ら
ず
な
ど
云
ふ
〔
や
う
な
る
こ
と
〕

な
り
。
(
同
三
二
七
頁
一
行
目
、
底
本
の
み
欠
)

同
〔
是
は
か
な
ひ
て
も
き
こ
え
ず
。
〕
(
同
三
三

O
頁
一
行
目
、
底
本
の

み
欠
)

同
人
の
き
ぬ
に
も
う
つ
り
た
り
し
よ
り
、
〔
む
ら
さ
き
の
ね
ず
り
の
衣

と
云
ふ
也
と
ぞ
は
べ
る
。
又
唯
〕
む
ら
さ
き
の
ね
に
て
す
れ
る
衣
と
よ
め

る
に
や
。
(
同
一
二
三
一
頁
八
ー
十
行
目
、
版
本
に
よ
り
補
、
底
本
、
御
亙

本
欠
)

側
〔
恋
四
〕
(
同
二
三
二
頁
十
八
行
目
、
版
本
に
よ
り
補
、
底
本
と
同

系
の

I
類
本
州
諸
本
ナ
シ
)

側
〔
唐
衣
と
い
は
む
と
て
や
ま
と
に
は
あ
ら
ぬ
と
お
け
り
。
〕
(
同
三
三

三
頁
七
ー
八
行
目
、
版
本
に
よ
り
補
、
底
本
、
内
閣
文
庫
蔵
官
山
本
ナ
シ
)

制
〔
恋
五
〕
(
同
三
三
五
頁
二
行
目
、

ωに
同
じ
)

同
後
歌
ひ
と
へ
に
〔
花
と
云
ふ
心
な
り
。
又
此
詮
歌
ど
も
ひ
と
へ
に
〕

い
と
ま
な
し
と
も
よ
め
り
。
(
同
三
三
六
頁
八
l
九
行
目
、
底
本
の
み
欠
)

同
ほ
と
、
ぎ
す
な
き
つ
る
〔
か
た
〕
の
山
べ
に
は
(
同
三
四
二
頁
十
行

目
、
版
本
に
よ
り
補
、
底
本
、
豊
橋
本
空
白
、
御
亙
本
、
大
東
急
記
念
文

庫
本
、
内
閣
文
庫
蔵
抄
出
本
「
夏
」
)

制
〔
又
か
ご
と
い
ふ
詞
あ
り
。
そ
れ
誓
言
な
り
。
〕
(
同
三
五
三
頁
十
一

行
目
、
尊
経
閤
本
に
よ
り
補
、
他
の
諸
本
ナ
シ
)
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制
ま
ぶ
く
た
丸
が
ふ
ぢ
ば
か
ま
わ
れ
ぞ
ぬ
ひ
し
〔
か
そ
の
〕
か
た
ば
か

ま
と
い
ひ
て
、
(
同
三
五
八
頁
十
三
行
目
、
校
訂
に
よ
る
補
、
諸
本
ナ
シ
)

日
本
歌
学
大
系
三
六
五
頁
六
行
目
以
下
の
誹
譜
歌
の
漢
籍
引
用
の
箇
所

は
引
用
文
の
省
略
方
法
に
諸
本
異
同
が
あ
る
。
旧
稿
と
重
複
す
る
点
も
あ

る
が
、
再
度
左
に
述
べ
る
。
ま
た
天
理
図
書
館
本
は
校
合
不
能
な
異
文
を

有
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
旧
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

側
〔
淳
子
鹿
滑
稽
多
弁
〕
。
(
同
三
六
五
頁
九
行
目
、
底
本
の
み
欠
)

刷
費
二
金
百
斤
〔
車
馬
十
捌
し
。
(
同
三
六
五
頁
十
三
行
目
、
版
本
、
天

理
本
に
あ
り
、
そ
の
他
の
諸
本
こ
の
間
省
略
の
意
の
記
号
あ
り
、
底
本
は

「
円
円
円
円
」
と
す
る
、
底
本
の
省
略
記
号
以
下
同
じ
)



同
臣
従
一
一
東
方
一
来
レ
〔
是
。
道
傍
、
〕
有
二
橋
レ
田
者
↓
(
同
三
六
五
頁
十

多
(
天
)

四
行
目
、
版
本
、
天
理
本
の
み
あ
り
、
但
、
共
に
「
見
道
傍
」
)

側
〔
操
二
一
豚
蹄
酒
一
孟
一
(
中
略
)
臣
〕
(
同
三
六
五
頁
十
四
l
五
行
目
、

版
本
の
み
あ
り
)

州
事
周
二
黄
金
千
鐘
〔
白
壁
十
双
車
馬
百
捌
一
〕
。
(
同
三
六
五
頁
十
五
l
六

行
、
版
本
の
み
あ
り
、
天
理
本
を
除
く
諸
本
こ
の
間
省
略
記
号
)

制
〔
云
、
是
当
レ
為
一
一
〕
河
伯
婦
一
。
(
同
三
六
六
頁
七
行
目
、
版
本
の
み

あ
り
、
天
理
本
こ
の
辺
り
よ
り
異
同
甚
し
)

同
〔
郎
捜
取
為
〕
治
二
斎
宮
河
上
一
。
(
同
三
六
六
頁
七
行
目
、
版
本
の

み
あ
り
、
諸
本
省
略
記
号
、
天
理
本
こ
の
辺
り
大
異
)

同
〔
行
十
絵
日
〕
、
(
同
三
六
六
頁
八
行
目
、
同
に
同
じ
)

同
〔
皆
目
諾
。
至
二
〕
其
時
一
。
(
同
三
六
六
頁
九
行
目
、
闘
に
同
じ
)

側
〔
往
観
者
二
三
千
人
〕
(
同
三
六
六
頁
九
l
十
行
目
、
同
に
同
じ
、

但
、
版
本
「
往
観
者
三
ニ
千
人
」
)

側
豹
目
、
是
〔
女
不
レ
好
。
煩
二
大
亙
姐
-
。
為
人
報
ニ
河
伯
↓
得
下
更
求
二

好
女
-
〕
後
日
送
上
レ
之
。
(
同
三
六
六
頁
十
l
十
一
行
目
、
底
本
の
み
欠
)

制
復
以
ニ
弟
子
一
人
一
投
二
之
〔
河
中
一
〕
。
(
同
三
六
六
頁
十
一
ー
二
行
目
、

闘
に
同
じ
)

同
口
口
口
口
亦
酔
(
岡
三
六
六
頁
十
六
行
目
、
「
口
口
口
口
」
版
本
空

白
ナ
シ
、
諸
本
省
略
記
号
、
天
理
本
こ
の
辺
り
大
異
)

同
径
酔
〔
失
〕
。
口
口
口
日
暮
酒
闘
(
同
三
六
六
頁
十
人
行
目
、
版
本

の
み
「
失
」
あ
り
、
以
下
の
「
口
口
口
」
ナ
シ
、
諸
本
省
略
記
号
、
豊
橋

本
こ
の
辺
り
脱
文
、
天
理
本
こ
の
辺
り
大
異
)

糊
口
口
口
口
堂
上
燭
滅
、
(
同
三
六
六
頁
十
八
行
目
、
「
口
口
口
口
」
版

本
空
白
、
諸
本
省
略
記
号
、
天
理
本
こ
の
辺
り
大
異
)

以
上
を
見
る
と
、
志
香
須
賀
文
庫
本
独
自
の
脱
文
と
い
う
の
も
散
見
さ

れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
志
香
須
賀
文
庫
本
は
、
御
亙
本
、

豊
橋
本
の
何
れ
の
親
本
に
も
な
り
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
、

旧
稿
に
お
い
て
、
御
亙
本
は
志
香
須
賀
文
庫
本
の
転
写
本
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
と
疑
い
を
存
し
て
お
い
た
点
で
、
既
に
日
比
野
氏
が
、
三
本
互

い
に
転
写
関
係
の
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
旧
稿
一
六
二
l
三
頁
で
御
座
本
の
欠
文
箇
所
を
幾
っ
か
列
挙
し

た
際
、
日
本
歌
学
大
系
本
で
は
志
香
須
賀
文
庫
本
の
欠
文
を
補
填
し
て
あ

る
た
め
、
二
本
共
通
の
欠
文
も
し
く
は
書
写
形
態
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

な
か
っ
た
場
合
が
あ
る
。
右
の
例
の
中
、

ω同
州
例
制
倒

ωω
阿
川
州
側
側
側

同
は
旧
稿
の
該
当
箇
所
を
補
訂
す
る
点
が
あ
る
。
慎
ん
で
訂
正
さ
せ
て
頂

く
さ
て
、
そ
の
他
、
志
香
須
賀
文
庫
本
の
原
本
を
披
見
し
え
た
こ
と
に
よ



り
、
更
め
て
考
え
て
み
た
い
点
が
幾
っ
か
生
じ
た
。

ま
ず
、

I
類
本
川
と
分
類
し
た
諸
本
中
に
お
け
る
志
香
須
賀
文
庫
本
の

位
置
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
は
本
文
的
に
相
近
く
、
現
在
確
認
さ
れ
て

い
る
六
本
中
、
直
接
の
転
写
関
係
が
想
定
さ
れ
る
志
香
須
賀
文
庫
本
と
松

平
文
庫
本
を
除
く
と
、
互
い
に
転
写
関
係
は
な
い
も
の
の
、
全
体
と
し
て

一
本
の
祖
本
を
想
定
し
て
差
支
え
な
い
と
考
え
る
。
殊
に
志
香
須
賀
文
庫

本
と
御
亙
本
は
主
と
し
て
上
巻
に
施
さ
れ
て
い
る
異
本
校
合
に
も
共
通
点

が
多
く
(
同
様
の
異
本
校
合
を
有
す
る
豊
橋
本
の
位
置
は
後
述
す
る
よ
う

に
確
定
に
困
難
が
あ
る
)
、

か
な
り
近
い
関
係
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
系
諸
本
と
比
べ
る
と
、
主
と
し
て
志
香
須
賀
文
庫
本
の
側
に
、
誤
脱
や

意
改
を
越
え
た
異
同
が
存
す
る
。

そ
れ
ら
は
、
す
で
に
旧
稿
一
五
九
ー
一
六
一
頁
に
日
本
歌
学
大
系
本
を

用
い
て
掲
げ
て
あ
る
が
、
そ
の
箇
所
の
翻
字
に
お
い
て
は
、
志
香
須
賀
文

庫
本
に
校
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
な
く
、
従
っ
て
、
日
本
歌
学
大

系
本
の
本
文
の
孤
立
は
そ
の
ま
ま
志
香
須
賀
文
庫
本
本
文
の
孤
立
で
あ
る
。

そ
の
中
、
孤
立
も
し
く
は
孤
立
に
近
い
本
文
を
有
す
る
注
目
す
べ
き
箇

所
を
再
記
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
(
詳
細
は
旧
稿
を
参
照
さ
れ

'
-
E
J
o
 

』
'
h
ト
V

」

川
「
此
号
在
一
一
万
葉
集
二
無
一
キ
代
暦
一
、
可
レ
勘
」

の
注
記
ナ
シ

同

二
二
三
頁
五
行
目
、

I
類
本
の
み
な
ら
ず
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
も
類

似
の
注
あ
り
)

間
「
盗
古
歌
詮
歌

品
跡
誼
歌
在
二
一
字
抄
一
、
何
不
レ
注
レ
之
。
」
の
標
目
が
「
ふ
る

き
歌
の
こ
、
ろ
は
よ
む
ま
じ
き
こ
と
な
れ
共
、
よ
く
よ
み
つ
れ
ば
み
な
も

ち
ゐ
ら
る
。
(
中
略
)
そ
れ
は
猶
こ
冶
ろ
え
ぬ
こ
と
也
。
」

の
前
に
あ
る

(
同
二
四
七
頁
一

i
三
行
目
、
諸
本
後
に
あ
り
)

ω物
異
名
付
士
一
月
名

略
抽
レ
要
(
同
二
五
一
頁
十
行
目
、
諸
本
「
付
十

二
月
名
」
ナ
シ
)

ω峰
付
畿
・
高
根
(
同
二
五
六
頁
五
行
目
、
諸
本
「
高
根
」
ナ
シ
)

さ
だ
の
を
が
)
(
同
二
五
六
頁
十
三
行
目
、
「
い

-61ー

同
い
は
し
ろ
の
を
か

は
し
ろ
の
を
か
」
の
次
に
、
御
亙
本
、
豊
橋
本
「
む
か
ひ
の
を
か
」
、
そ

の
他
の
諸
本
「
ゐ
か
ひ
の
を
か
」
あ
り
)

側
ち
く
ま
が
は

た
ま
し
ま
が
は

と

ゐ
な
が
は

あ
き
つ
の
か
は

ね
が
は

ま
つ
ら
が
は

お
ほ
か
は
よ
ど

く
し
が
は

あ
そ
の
か
は
ら

く
ら
は
し
川
(
同
二
六

O
頁
十
五
|
七
行
目
、
諸
本
ほ
ぽ
「
た
ま
し
ま

I
 

l
 

-
-
E
F
 

ま
つ
ら
川

ち
く
ま
が
は

く
し
川

あ
き
つ

と
ね
川

ゐ
な
川

の
JII 

お
ほ
川
よ
ど

あ
そ
の
か
は
ら
」
の
順
)

く
ら
は
し
川

間
古
歌
万
葉
集
(
同
二
九
一
頁
九
行
目
、
諸
本
ま
ち
ま
ち
な
れ
ど
、
志

香
須
賀
文
庫
本
に
一
致
す
る
も
の
ナ
シ
、
-
類
本
州
諸
本
「
万
葉
集
寄
」
)



こ
の
仰
の
み
巻
中
に
属
す
る
。

こ
の
他
、
独
自
本
文
で
は
な
い
も
の
の
、
-
類
本
州
と
異
な
る
も
の
と

し
て
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
(
旧
稿
二
ハ
ニ
ー
三
頁
参
照
)
。

側
避
病
事
(
同
二
四
O
頁
七
行
目
、
-
類
本

ω諸
本
ナ
シ
、
版
本
、
大

東
急
記
念
文
庫
本
、
中
山
家
旧
蔵
本
の
み
あ
り
)

側
調
病
事
(
同
二
四
一
頁
十
三
行
目
、
-
類
本
州
諸
本
中
、
御
需
品
本
、

豊
橋
本
「
詞
病
」
、
内
閣
本
、
京
都
女
子
大
本
三
字
ナ
シ
、
版
本
あ
り
、

E
類
本
も
概
ね
あ
り
)

側
秀
歌
体
(
同
二
四
二
頁
二
行
目
、
志
香
須
賀
文
庫
本
「
秀
歌
」
、
「
体
」

は
版
本
に
よ
り
補
う
、

I
類
本
川
諸
本
三
字
ナ
シ
、
版
本
、

E
類
本
あ
り
)

以
上
の
例
を
見
る
と
、

ω仰
の
よ
う
に
単
な
る
書
写
上
の
問
題
と
一
言
え

そ
う
な
例
も
あ
る
が
、
本
文
の
系
統
を
考
慮
す
る
と
異
同
が
余
り
に
不
自

然
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
あ
る
い
は
志
香
須
賀
文
庫
本
の
改
変
か
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
右
記
の
異
同
を
見
る
と
、

一見、

志
香
須
賀
文
庫
本
の
単
な
る
脱
落
と
見
え
る
同
が
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。
志
香
須
賀
文
庫
本
に
「
む
か
ひ
の
を
か
」
も
し
く
は
「
ゐ
か
ひ

の
を
か
」
の
項
が
な
い
の
は
、
「
岡
」
の
冒
頭
に
「
む
か
ひ
の
を
か
(
向

岡
)
」
が
あ
る
た
め
、
重
複
と
し
て
削
除
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
来

は
「
ゐ
か
ひ
の
を
か
(
猪
養
岡
)
」
が
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
御
基
本
、

豊
橋
本
は
「
む
か
ひ
の
を
か
」
と
な
っ
て
お
り
、
志
香
須
賀
文
庫
本
の
底

本
も
同
様
で
あ
っ
た
た
め
の
削
除
で
あ
ろ
う
。

次
に

ω的
同
州
側
は
、
何
れ
も
各
巻
巻
頭
の
目
次
に
な
ら
っ
て
、
字
句

を
改
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ωは
目
次
の
「
物
名
聞
針
一
一
」
(
同
二
二
五
頁
二
行
目
)
に
な
ら
っ
て

「
付
士
一
月
名
」
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

仰
は
目
次
に
「
古
歌
」
(
同
二
六
三
頁
十
七
行
目
)
と
あ
る
の
と
、
本

文
に
「
万
葉
集
寄
」
と
あ
っ
た
の
を
折
衷
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

向。

側
は
目
次
に
「
避
病
事
」
(
同
二
二
五
頁
一
行
目
)
と
あ
る
の
に
よ
っ

て
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

問
は
目
次
に
「
詞
病
事
」
(
同
二
二
五
頁
一
行
目
)
と
あ
る
の
に
な
ら
っ

て
「
事
」
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

側
は
目
次
に
「
秀
歌
体
」
(
同
二
二
五
頁
一
行
目
)
と
あ
る
の
に
な
ら
っ

て
「
秀
歌
」
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
体
」
を
補
わ
な
か
っ
た
理
由
は

不
明
で
あ
る
。

そ
の
他
は
、
改
訂
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、

ωは
、
志
香
須
賀
文
庫

本
の
形
態
の
方
が
合
理
的
で
あ
り
、
川
聞
は
例
示
の
歌
枕
中
に
「
ふ
じ
の
た

か
ね
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
付
け
加
え
た
の
か
も
し
れ
ず
、

ω山
間
は
全
く
理



由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
全
体
と
し
て
意
図
的
に
合
理
化
さ
れ
た
と
み

て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

志
香
須
賀
文
庫
本
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
容
易
に
補
填
可
能
な
空
白
を

そ
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
か
ら
も
、
み
だ
り
に
本
文
を
改
め
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
方
で
、
よ
り
大
胆
な
改
訂
が
施
さ
れ
て
い

る
の
は
、
以
上
の
改
訂
が
す
で
に
そ
の
底
本
段
階
以
前
に
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
に
よ
っ
て
志
香
須
賀
文
庫
本
は
そ
の
底
本
に
忠
実
に
書
写
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
-
類
本
州
諸
本
中
で
孤
立
し
た

本
文
を
有
す
る
場
合
は
注
意
を
要
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え

る
次
に
、
志
香
須
賀
文
庫
本
に
は
上
巻
を
中
心
に
異
本
校
合
が
存
す
る
。

こ
れ
は
、
御
亙
本
、
豊
橋
本
に
も
同
様
の
も
の
が
あ
り
、
出
入
り
も
あ
る

が
、
同
一
の
性
格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
異
本
校
合
は
巻
に
よ
っ
て
そ
の
箇
所
数
の
多
寡
に
違
い
が
あ
り
、

志
香
須
賀
文
庫
本
で
は
、
上
巻
が
六
十
箇
所
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
中

巻
は
十
箇
所
余
り
、
下
巻
及
び
下
巻
余
で
は
数
箇
所
に
す
ぎ
な
い

(「・:

イ
」
と
あ
る
箇
所
を
対
象
と
し
、

一
部
並
記
さ
れ
た
傍
書
を
含
む
。
「
:
・

欺
」
は
数
に
入
れ
な
い
)
。
そ
れ
ぞ
れ
の
墨
付
丁
数
が
、

四
四
丁
、
六
四

丁
、
七

O
丁
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
密
度
の
差
は
更
に
大
き
い
。

ま
た
、
志
香
須
賀
文
庫
本
、
御
亙
本
、
豊
橋
本
三
本
間
で
は
異
本
校
合

の
有
無
の
出
入
り
の
他
、
本
行
本
文
に
異
同
が
あ
る
場
合
も
あ
り
、
異
本

校
合
が
行
わ
れ
て
か
ら
、
か
な
り
転
写
を
経
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

こ
の
異
本
校
合
に
殊
吏
言
及
す
る
の
は
、
校
合
本
文
に
比
較
的
一
致
す

る
伝
本
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
内
閣
文
庫
蔵
抄
出
本

(
以
下
抄
出
本
と
略
記
)
で
あ
る
。
勿
論
全
て
が
一
致
す
る
と
い
う
に
は

程
遠
く
、
過
半
が
一
致
す
る
程
度
で
あ
る
が
、
特
異
な
独
自
異
文
で
一
致

す
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
他
の
諸
本
と
比
べ
て
際
立
っ
た
現
象
を
呈
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し
て
い
る
。
但
し
、
上
巻
に
お
い
て
は
、
校
合
箇
所
が
多
く
、

一
致
度
の

高
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
中
下
巻
は
校
合
箇
所
が
少
な
い
た
め
、
左
程

明
確
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
中
巻
で
は
、
や
や
一
致
の
傾
向
が
見
ら
れ
る

ょ
う
で
あ
る
。
下
巻
は
異
本
校
合
箇
所
が
ほ
と
ん
ど
下
巻
余
の
み
で
あ
り
、

そ
れ
を
欠
く
抄
出
本
は
比
較
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

一
致
の
例
示
は
後
に

掲
げ
る
と
し
て
、
不
審
な
の
は
、
仮
に
、
校
合
さ
れ
た
本
が
抄
出
本
に
近

似
す
る
本
文
を
有
し
て
い
た
の
な
ら
ば
、
該
本
は

E
類
本
で
あ
る
か
ら
、

E
類
本
の
特
徴
と
な
る
よ
う
な
箇
所
に
校
合
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の

に
、
指
摘
さ
れ
る
の
は
些
細
な
字
句
の
異
同
の
み
で
、
そ
れ
も
全
体
か
ら

見
る
と
一
部
の
異
同
で
あ
る
点
で
あ
る
。

. 



も
っ
と
も
、
上
巻
は

I
類
本
と

E
類
本
の
決
定
的
な
異
同
は
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
、
そ
の
故
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
語
句
や
歌
枕
を

列
挙
し
た
箇
所
で
は
諸
本
間
に
か
な
り
排
列
や
字
句
の
異
同
が
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
指
摘
は
皆
無
に
近
い
。

中
巻
以
下
は
校
合
箇
所
数
が
少
な
く
、
上
巻
と
同
じ
性
格
の
校
合
が
行

わ
れ
た
か
否
か
も
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
中
巻
で
は
一
致
す
る

場
合
も
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
く
も
の
は
た
て
」

の
項
等
大
異
同

に
何
ら
言
及
が
な
い
の
は
不
審
で
あ
る
。

下
巻
に
つ
い
て
は
言
う
べ
き
程
の
校
合
が
な
い
。

一
致
の
割
合
を
具
体
的
に
数
で
示
す
と
、
志
香
須
賀
文
庫
本
の
場
合
上

巻
は
六
十
箇
所
程
の
中
、
四
十
二
箇
所
位
、
中
巻
は
十
数
箇
所
(
但
、
内

二
箇
所
は
抄
出
本
の
省
略
部
分
で
比
較
不
可
能
)
の
中
、
八
箇
所
位
で
あ

る
な
お
、
付
け
加
え
る
と
、

E
類
本
の
代
表
と
見
倣
す
べ
き
大
東
急
記
念

文
庫
本
は
校
合
注
記
と
目
立
つ
程
の
一
致
度
を
示
さ
ず
、
こ
の
問
題
は

I

類
本
と

E
類
本
の
本
文
異
同
と
い
う
性
格
の
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
下
に
、
志
香
須
賀
文
庫
本
の
異
本
校
合
と
抄
出
本
と
が
一
致
す
る
例

の
一
部
を
掲
げ
る
。
必
要
に
応
じ
、
御
麗
本
や
豊
橋
本
を
参
照
す
る
。
ま

た
、
時
に
御
亙
本
、
豊
橋
本
の
み
に
校
合
注
記
が
あ
る
場
合
も
と
り
あ
げ

て
い
る
。

上
段
が
志
香
須
賀
文
庫
本
の
本
文
、
下
段
が
抄
出
本
の
本
文
で
あ
る
。

今
回
、
日
本
歌
学
大
系
本
を
用
い
な
い
の
は
、
本
文
に
異
同
の
存
す
る
箇

所
で
あ
る
た
め
、
該
当
部
分
に
校
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
説

明
が
煩
雑
に
な
る
た
め
で
あ
る
。

た
ザ
イ

ωみ
こ
と
の
り
を
く
だ
し
き
l
み
こ
と
の
り
を
た
ず
し
き
(
日
本
歌
学

大
系
二
二
三
頁
四
ー
五
行
自
)

ス

ヲ

治

イ

ω出
レ
金
時
詔
書
ー
出
金
時
治
書
(
同
二
二
三
頁
五
行
目
)

司
イ

ω郡
子
の
翁
|
郡
司
の
お
き
な
(
同
二
二
三
頁
十
三
行
目
)

水

火

イ

も

(

豊

)

凶
ひ
み
づ
よ
り
こ
と
な
る
べ
し
(
御
亙
本
、
豊
橋
本
に
よ
る
)

l
水
火
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よ
り
も
こ
と
な
る
べ
し
(
同
二
二
四
頁
三
行
目
)

つ
イ

削
寄
の
ふ
み
式
は
ー
寄
の
つ
み
式
は
(
同
二
二
四
頁
四
行
目
)

眼
イ

附
樹
下
集
犠
源
l
樹
下
集
難
源
(
同
二
二
四
頁
七
行
目
)

抱
月
、
，
寸

例
な
ぞ
や
か
ひ
な
し
l
な
ぞ
や
か
ひ
な
き
(
同
二
二
九
頁
三
行
目
)

帰
イ

同
通
合
師
寄
日
l
道
合
帰
帯
日
〈
同
二
三
O
頁
十
二
行
目
)

ぱ
イ

倒
そ
ひ
て
の
ぼ
れ
る
ー
そ
ひ
て
の
ぼ
れ
ば
(
同
二
三

O
頁
十
三
行
目
)

ひ
イ

側
た
む
か
ひ
も
せ
ず
l
た
ひ
か
ひ
も
せ
ず
(
同
二
三

O
頁
十
六
行
自
)

非
道
イ
自
イ

倒
八
坂
入
姫
答
ニ
活
目
天
皇
一
寄
日
ー
八
坂
入
非
道
活
自
天
皇
寄
云
(
同

二
三
頁
三
行
目
)



自

イ

非

イ

ω活
目
天
皇
贈
ニ
八
坂
入
姫
一
豆
町
田
ー
活
自
天
皇
贈
二
八
坂
入
非
一
豆
町
日

(
同
二
一
三
頁
六
行
目
)

商
問

J
S

M
M
八
用
沙
弥
紀
浜
寄
日
1

南
沙
弥
紀
浜
寄
日
(
同
一
二
三
頁
九
行
目
)

九

イ

四

イ

(

豊

ノ

ミ

)

九

イ

凶
二
句
の
、
字
は
是
一
韻
、
四
句
の
ろ
字
は
是
二
韻
、
の
与
ろ
一
対
な

「
四
句
」
ナ
シ
(
豊
)
「
是
」
ナ
シ
(
亙
)

り
(
御
亙
本
、
豊
橋
本
に
よ
る
)
|
二
句
の
九
字
は
こ
れ
一
韻
、

四
勾
の

四
字
は
こ
れ
二
韻
、
九
与
ロ
一
対
ナ
リ
(
同
二
三
二
頁
十
一
行
目
)

易
、

J
i

M

仰
な
の
り
に
も
ー
な
の
り
そ
も
(
同
二
三
二
頁
十
六
行
目
)

λ
v
J
I
 

M

仰
い
ち
じ
ろ
き
は
|
い
ち
じ
る
き
は
(
同
二
三
三
頁
二
行
目
)

に
イ

間
白
妙
の
ー
し
ろ
た
え
に
(
同
二
三
三
頁
五
行
目
)

調
理

J
!

倒
古
-
一
遠
直
に
離
ー
古
ニ
進
直
ニ
離
(
同
二
三
三
頁
十
四
行
目
)

高

居

イ

側
先
初
名
色
ヲ
あ
ら
は
さ
ず
し
て
ー
ま
づ
は
じ
め
に
名
意
を
あ
ら
は
さ

ず
し
て
(
向
二
三
四
頁
九
行
目
)

、L
イ

側
色
を
あ
ら
は
す
こ
と
ー
心
を
あ
ら
は
す
こ
と
(
同
二
三
四
頁
十
一
行

目

草

イ

ず

イ

削
み
づ
な
き
い
ゐ
に
ほ
と
/
¥
に
ゐ
ぬ
(
御
亙
本
、
豊
橋
本
に
よ
る
)
|

水
な
き
草
に
ほ
と
/
¥
に
ゐ
ず
(
同
二
三
九
頁
一
行
目
)

聞
イ

同
暮
の
ふ
ゆ
わ
が
み
お
ひ
ゆ
き
こ
け
の
は
ふ
枝
に
ぞ
ふ
れ
る
う
れ
し
げ

く

イ

は

ふ

も
な
し
l
暮
の
露
我
身
お
ひ
ゆ
き
苔
の
し
た
え
だ
に
ぞ
ふ
れ
る
う
れ
し
げ

も
な
く
(
同
二
三
九
頁
十
四
行
目
)

こ
と
イ

側
同
と
が
あ
れ
ど
も
(
御
基
本
、
豊
橋
本
に
よ
る
)
i
お
な
じ
こ
と
あ

れ
ど
も
(
同
二
四
一
頁
十
八
行
目
)

所
イ

凶
お
も
し
ろ
き
心
あ
る
也
ー
を
も
し
ろ
き
と
こ
ろ
あ
る
な
り
(
同
二
四

四
頁
二
行
目
)

も

イ

と

イ

側
稲
葉
そ
よ
ぎ
て
(
御
亙
本
、
豊
橋
本
に
よ
る
)
|
い
な
ば
も
そ
よ
と

(
同
二
四
四
頁
十
二
行
目
)

門
イ

同
宿
を
ぞ
人
は
ー
か
ど
を
ぞ
ひ
と
は
(
同
二
四
八
頁
十
五
行
目
)

春
宮
大
夫
イ

側
三
条
大
納
言
l
春
宮
大
夫
(
同
二
五

O
頁
六
行
目
)

を
す
‘
き
イ

凶
し
の
、
な
ら
き
|
し
の
、
を
す
冶
き
(
同
二
五
一
頁
十
一
行
目
)

し
イ

側
ひ
ま
ひ
こ
l
し
ま
ひ
こ
(
同
二
五
一
頁
十
七
行
目
)

よイ・

側
よ
し
ゑ
や
し
|
よ
し
ょ
や
し
(
同
二
五
二
頁
二
行
目
)

は
し
ち
ゃ
し
イ

制
は
し
け
や
し
ー
は
し
ち
ゃ
し
(
同
二
五
二
頁
三
行
目
)

た
、
か
に
て
イ

同
や
よ
ひ
風
雨
あ
ら
た
ま
り
(
御
亙
本
、
豊
橋
本
に
よ
る
)
l
や
よ
ひ

「
あ
ら
た
ま
っ
て
」
(
亙
)

風
あ
め
あ
た
冶
か
に
て
(
同
二
五
二
頁
八
行
目
)

ウ
ヘ
タ
カ
ヤ
マ
イ

闘
う
へ
か
た
山
1

う
へ
た
か
山
(
同
二
五
五
頁
八
行
目
)

き
d
J
u
，

例
い
は
ベ
の
山
!
い
わ
き
の
山
(
同
二
五
五
頁
十
三
行
目
)

ぬ
イ

側
こ
も
り
江
ー
こ
も
り
ぬ
(
同
二
五
八
頁
四
行
目
)

#り
J
，

M

問
あ
ゆ
る
が
た
1
あ
ゆ
ち
が
た
(
同
二
五
九
頁
九
行
目
)

め
イ

附
い
た
f

の
は
し
ー
い
た
め
の
は
し
(
同
二
六
一
頁
十
行
自
)



以
上
が
上
巻
部
分
の
校
合
箇
所
の
中
、

一
致
し
て
い
る
例
で
あ
る
が
、

単
な
る
誤
写
や
意
改
程
度
の
も
の
も
あ
る
が
、
川
間

ω同
川
阿
川
間
同
側
側
判
例
判
例

制
な
ど
は
、
抄
出
本
の
独
自
異
文
で
あ
り
、
単
な
る
偶
然
と
は
言
い
難
い

一
致
で
あ
る
。
勿
論
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
奥
義
抄
』

の
本
文
異

同
は
大
き
い
の
で
、
上
巻
全
体
で
六
十
箇
所
余
り
の
校
合
し
か
な
さ
れ
て

い
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
な
の
か
不
明
で
あ
り
、
そ
の
箇
所
に
よ

く
合
致
す
る
本
文
を
有
す
る
こ
と
に
、
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の
か
も
明

ら
か
で
な
い
。

巻
中
は
校
合
箇
所
も
少
な
く
、
抄
出
本
の
側
に
も
種
々
問
題
を
有
す
る

の
で
、
比
較
す
る
の
は
余
り
意
味
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
一

致
す
る
例
を
あ
げ
、
こ
の
項
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

く
む
イ

倒
す
く
べ
き
に
l
く
む
べ
き
に
(
同
二
七
四
頁
二
行
自
)

し
い
ら
ば
イ

同
君
も
こ
ぱ
!
君
し
い
ら
ば
(
同
二
八
四
頁
十
二
行
自
)

門
イ

例
な
ど
我
宿
に
ー
な
ど
我
が
門
に
(
同
二
八
六
頁
八
行
目
)

は

つ

イ

な

が

制
を
ろ
の
な
が
お
に
|
お
ろ
の
は
つ
を
に
(
同
二
九
三
頁
二
行
目
)

万
葉
イ

倒
集
に
も
l
万
葉
集
に
も
(
同
二
九
三
頁
三
行
目
)

帝

王

イ

ヲ

ホ

ヤ

ケ

キ

サ

キ

同
む
か
し
皇
后
と
(
御
亙
本
に
よ
る
)
l
昔
帝
王
后
と

(
同
二
九
七

頁
十
五
行
目
)

二
、
豊
橋
市
中
央
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て

豊
橋
市
中
央
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
比

野
浩
信
氏
の
御
論
が
あ
り
、
改
め
て
言
う
べ
き
こ
と
も
な
い
。
こ
こ
で
は
、

書
誌
的
事
項
を
簡
略
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

豊
橋
市
中
央
図
書
館
蔵
(
和
九
二
、

一i
三
)
本

〔
江
戸
後
期
〕
写

二
冊

袋
綴
。
藍
色
艶
出
表
紙
(
一
ヱ
ハ
・
八
×
二

0
・
0
糎
)
、
左
肩
朱
色
題

築
「
奥
義
抄
牡
(
下
)
」
。
上
冊
は
「
牡
」
の
左
に
「
共
二
」
と
朱
書
さ

れ
て
お
り
、
初
め
か
ら
、
二
冊
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
料
紙
、
格
紙
。

墨
付
、
上
冊
、
九
六
了
、
下
冊
、
六
九
丁
。
遊
紙
、
上
冊
前
後
各
一
丁
、

下
冊
前
一
丁
、
後
な
し
。
字
面
高
き
、
約
一
人
・
四
糎
。
毎
半
葉
十
五
行

書
。
和
歌
二
行
書
。
但
し
、
別
筆
補
写
部
分
(
後
述
)
は
、
行
数
は
閉
じ

く
す
る
も
の
の
、
字
面
高
さ
、
約
二

0
・
五
糎
、
和
歌
一
行
書
で
あ
る
。

内
題
「
奥
義
抄
序
」
「
奥
義
抄
上
式
(
中
釈
、
下
釈
)
」
「
下
巻
余
」
。

奥
書
、
下
釈
の
末
に
識
語
、

於
ニ
此
巻
一
者
和
歌
肝
心
目
足
也
、
非
ニ
濯
頂
之
人
一
者
/
印
不
レ
可
レ
閥
、

{
栴
涯
頂
撰
ニ
器
量
及
年
購
一
可
レ
/
授
レ
之

玉
津
嶋
姫
明
神
御
室
是
正
レ
慎
云
云
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下
巻
余
末
に
、

正
和
五
年
恥
鉱

r七
以
一
一
清
輔
朝
臣
/
自
筆
中
之
本
一
書
写
比
綜
)

と
あ
る
。

更
に
、

花
鳥
次
第
貞
家
形
)

四
月
酬
腕
五
月
柑
難
/
六
月
組
麦

十
月
鯛
/
十
一
月
刊
伊

正
七月
月鴛柳

鵠女

郎一
花肩

雑桜
J¥ 子

月一
雁荻予三

九 JL
月雀
鶏村

薄

十
二

月
ず

と
あ
る
。
奥
書
以
下
は
、
志
香
須
賀
文
庫
本
、
御
座
本
と
ほ
ぼ
同
一
で

あ
る
。印

記
、
上
冊
巻
頭
に
「
参
河
国
羽
田
/
八
幡
宮
文
庫
」
「
幡
太
文
庫
」

(
以
上
埴
色
印
)
、
「
敬
雄
」
(
墨
丸
印
)
、
下
冊
末
に
「
嘉
永
七
甲
寅
八
月

寄
蔵
書
六
百
/
部
子
吾
神
庫
以
期
不
朽
三
河
国
/
羽
田
八
幡
宮
神
主
羽
田

た
か
お

埜
敬
雄
」
(
埴
色
印
)
等
。
何
れ
も
羽
田
野
敬
雄
(
寛
政
十
ー
明
治
十
五
、

一
七
九
八
l

一
八
八
二
)
の
蔵
印
で
あ
る
。

朱
に
て
、
上
巻
の
章
題
番
号
、
中
下
巻
の
歌
番
号
を
付
す
他
、
同
じ
く

朱
で
校
異
、
訓
点
振
仮
名
、
声
点
、
出
典
注
記
、
「
出
万
葉
集
所
名
」

注
記
等
を
記
す
(
校
異
、
訓
点
振
仮
名
は
一
部
墨
)
。

本
書
は
、
日
比
野
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
上
冊
巻
末
部
分
(
巻
中

末
尾
)
に
補
写
が
あ
る
。
日
比
野
氏
論
文
に
図
版
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
上
冊
八
七
丁
ウ
八
行
目
の
中
途
以
下
、
上
冊
末
ま
で
の
九
丁
分
程
が

別
筆
補
写
で
あ
る
。
日
比
野
氏
は
本
来
の
部
分
を
甲
筆
、
補
写
部
分
を
乙

筆
と
呼
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
従
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
甲
筆
、

乙
筆
に
、
書
写
年
代
の
隔
り
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
共
に
旧
蔵
者
羽
田
野
敬

雄
と
同
時
代
の
筆
写
と
認
め
ら
れ
る
。
但
し
、
何
れ
も
羽
田
野
敬
雄
の
筆

蹟
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
甲
筆
は
上
冊
と
下
冊
で
や
や
印
象
を
異
に
す
る
た
め
、
同
筆
と

す
る
の
に
幾
分
の
跨
踏
を
覚
え
な
く
も
な
い
が
、
同
時
の
書
写
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
あ
る
い
は
書
写
の
底
本
が
上
下
冊
別
筆
で
、
そ
れ
に

似
せ
た
た
め
印
象
が
変
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
乙
筆
は
癖
の
強
い
読
み
に
く
い
字
体
で
あ
る
。

本
伝
本
の
甲
筆
部
分
、
乙
筆
部
分
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
の
性
格
と
そ
の
位

置
づ
け
の
考
察
は
日
比
野
氏
が
行
わ
れ
て
お
り
、
要
約
さ
せ
て
頂
く
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
甲
筆
部
分
は

I
類
本
州
に
属
す
る
内
閣
文
庫
蔵
零
本
と
、
巻
中

の

巻
末
の
欠
落
部
分
の
始
ま
り
が
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
両
本
が
祖

本
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
内
閣
文
庫
蔵
零

本
に
存
し
な
い

「
追
考
」
(
日
本
歌
学
大
系
本
二
六
八
頁
三
行
目
)
と
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「
裏
書
」
(
同
二
八
六
貰
十
一
千
l

四
行
目
)
が
豊
橋
本
に
あ
る
等
違
い
も
あ

り
、
両
者
に
転
写
関
係
は
な
い
。

ま
た
乙
筆
部
分
は

E
類
本
で
あ
る
大
東
急
記
念
文
庫
本
と
密
接
な
関
係

が
あ
り
、
全
く
同
一
本
文
と
い
っ
て
よ
い
程
酷
似
し
て
い
る
。

以
上
が
日
比
野
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
(
そ
の
他
に
も
重

要
な
御
指
摘
が
あ
る
が
、
当
面
の
問
題
に
絞
ら
せ
て
頂
く
)
。

乙
筆
部
分
に
つ
い
て
、
日
比
野
氏
は
慎
重
を
期
さ
れ
、
言
明
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
豊
橋
本
は
大
東
急
記
念
文
庫
本
の
転
写
本
の
系
譜
上
に
あ
る
(
そ

れ
も
お
そ
ら
く
は
直
接
の
転
写
本
で
あ
る
)
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。

両
本
は
本
文
が
酷
似
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
乙
筆
の
最
初
の
部
分
は

大
東
急
記
念
文
庫
本
と
字
体
が
よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
乙
筆
は
既
述

の
よ
う
に
か
な
り
癖
の
強
い
書
体
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
東
急
記

念
文
庫
本
に
似
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
見
て
と
れ
る
。
こ

の
相
似
は
次
第
に
乙
筆
の
癖
の
中
に
埋
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
が
、

一
貫

し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
両
本
の
異
同
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
が
、
豊
橋
本
側
の
一
方
的
な

誤
脱
ば
か
り
で
あ
り
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
補
訂
を
加
え
る
べ
き
何
物

も
な
い
。

異
同
の
一
例
を
示
す
と
、
大
東
急
記
念
文
庫
本
「
な
き
人
の
思
徳
を
報

ず
と
て
」
(
日
本
歌
学
大
系
本
一
三
二
頁
三
行
目
)
の
「
と
て
」
が
豊
橋

本
で
は
改
行
を
は
さ
ん
で
「
と
ら
/
へ
」
(
「
ら
」
は
「
候
」
に
も
見
え
る
)

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
前
者
の
「
て
」
の
字
体
を
「
ら
へ
」

に
見
誤
っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
他
、
日
比
野
氏
御
指
摘
の
ご
と

く
傍
記
、
傍
注
ま
で
悉
く
一
致
し
て
お
り
、
転
写
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。

一
方
、
障
害
と
な
る
か
と
思
わ
れ
る
相
違
点
と
し
て
は
、
次
の
三
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。

例
豊
橋
本
に
は
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
な
い
歌
頭
の
通
し
番
号
(
「
品
川

一
こ
よ
り
、
「
舟
人
」
ま
で
)
が
付
さ
れ
て
い
る
。

州
大
東
急
記
念
文
庫
本
、
豊
橋
本
乙
筆
部
分
は
共
に
和
歌
一
行
書
で
あ

る
が
(
本
来
の
甲
筆
部
分
は
既
述
の
ご
と
く
和
歌
二
行
書
)
、
前
者
が
注

釈
対
象
歌
が
注
釈
本
文
よ
り
約
一
字
下
げ
、
注
釈
中
の
歌
が
約
二
字
下
げ

で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
注
釈
よ
り
約
三
字
上
げ
と
体
裁
を
異
に
す
る
。

同
大
東
急
記
念
文
庫
本
の
巻
中
末
に
あ
る
杉
原
賢
盛
の
奥
書
が
豊
橋
本

に
は
な
い
。

こ
の
中
、
例
に
つ
い
て
は
、
豊
橋
本
が
甲
筆
部
分
に
な
ら
っ
て
、
番
号

を
続
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ωは
、
豊
橋
本
が
大
東
急
記
念
文
庫
本
の
和
歌
一
行
書
を
踏
襲
し
よ
う

と
し
、
そ
の
た
め
、

一
行
で
書
き
終
え
る
た
め
に
は
、
注
よ
り
字
上
げ
せ
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ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
(
行
の
途
中
か
ら
の
書
き
継
ぎ
で
あ
る

か
ら
、
注
釈
部
分
の
字
面
高
さ
は
変
え
ら
れ
な
い
)
。
勿
論
、
甲
筆
部
分

に
な
ら
っ
て
和
歌
二
行
書
に
す
れ
ば
、
不
体
裁
は
防
げ
る
の
で
あ
る
が
、

書
体
を
似
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
補
写
部
分
を
判
ら
な
く
す
る
意
図

は
最
初
か
ら
な
く
、
例
の
番
号
の
み
、
読
者
の
便
宜
を
慮
っ
て
加
え
た
の

で
あ
ろ
う
。

同
の
奥
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
川
と
矛
盾
す
る
が
、
補
写
部
分
と
い

う
こ
と
で
省
略
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
う
し
て
、
乙
筆
部
分
は
大
東
急
記
念
文
庫
本
に
よ
る
補
写
と
し
て
誤

り
あ
る
ま
い
。

む
し
ろ
本
文
の
性
格
に
問
題
が
あ
る
の
は
、
豊
橋
本
の
大
部
分
を
占
め

る
甲
筆
部
分
で
あ
る
。

巻
中
巻
末
の
欠
落
箇
所
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
豊
橋
本
と
内
閣
文
庫

蔵
零
本
が
祖
本
を
一
に
す
る
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
両
本
は
行
数
、
字
詰
等
は
一
致
し
な
い
が
、
事
物
、
歌
枕
等
の

事
項
を
列
挙
す
る
際
の
配
置
の
仕
方
、
テ
ニ
ヲ
ハ
を
し
ば
し
ば
右
寄
せ
に

す
る
書
き
方
、
和
歌
二
行
書
等
の
点
で
明
ら
か
に
類
似
点
が
あ
り
、
直
接

の
転
写
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
近
し
い
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
追
考
」
「
裏
書
」

の

箇
所
の
有
無
が
一
致
せ
ず
、
豊
橋
本
は
か
え
っ
て
、
志
香
須
賀
文
庫
本
や

御
亙
本
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
同
様
の
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
志
香
須
賀
文
庫
本
の
項
で
述
べ
た
異
本
校
合
の
問
題
で
あ
る
。

先
に
異
本
校
合
を
論
ず
る
際
に
、
志
香
須
賀
文
庫
本
を
中
心
と
し
、
御
亙

本
、
豊
橋
本
を
も
併
せ
用
い
た
の
は
、
三
本
の
校
合
が
多
少
の
出
入
り
は

あ
る
が
、
同
一
の
性
格
を
有
す
る
と
認
め
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

本
は
ほ
ぼ
同
一
の
異
本
校
合
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、

一
方
、
内
閣
文
庫

蔵
零
本
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
は
全
く
な
い
。
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そ
の
た
め
、
巻
中
巻
末
の
落
丁
の
発
生
と
異
本
校
合
と
の
先
後
を
説
明

し
よ
う
と
試
み
る
と
矛
盾
が
生
じ
て
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

落
丁
が
先
な
ら
ば
、
志
香
須
賀
文
庫
本
や
御
豆
本
も
巻
中
巻
末
を
欠
い

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
異
本
校
合
が
先
な
ら
ば
、
内
閣
文
庫
蔵
零

本
に
も
そ
の
校
合
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
の
「
追
考
」
「
裏
書
」
も
難
問
で
あ
る
が
、
異
本
校
合
の
存
在
も
併

せ
て
難
問
で
あ
る
。

日
比
野
氏
は
、
「
追
考
」
「
裏
書
」
の
有
無
に
ふ
れ
て
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
た
。(

前
略
)
「
裏
書
」
「
追
考
」
は
、
豊
橋
市
立
図
書
館
本
、
も
し
く
は



そ
の
親
本
に
お
い
て
の
追
加
、
ま
た
は
、
内
閣
本
、
も
し
く
は
そ
の

親
本
に
よ
る
削
除
・
逸
脱
と
捕
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
豊
橋
市
立
図

書
館
本
の
状
況
か
ら
察
す
る
と
、
乙
筆
部
分
を
追
補
す
る
こ
と
な
し

に
、
「
追
考
」
「
裏
書
」
の
み
を
補
う
こ
と
は
考
え
難
く
、
後
者
と
み

る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
追
加
し
た
か
、
削
除
し
た
か
ど
ち
ら
か
で
あ
る
と
し
た
場
合
、

追
加
な
ら
ば
、
他
本
を
参
照
し
て
追
加
し
た
の
で
あ
る
か
ら
(
「
追
考
」

「
裏
書
」
と
も
に
系
統
を
ま
た
い
で
存
す
る
の
で
、
独
自
の
増
補
で
は
な

く
、
校
合
に
よ
る
こ
と
は
明
ら
料
て
そ
の
際
、
巻
中
巻
末
の
欠
落
に
気

づ
か
ぬ
と
は
考
え
に
く
く
、
従
っ
て
何
ら
か
の
理
由
で
削
除
し
た
の
で
あ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
あ
る
い
は
「
追
考
」
「
裏
書
」
が
欄
外
や
紙

背
・
余
白
に
書
か
れ
て
い
て
、
つ
い
写
し
も
ら
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
)
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
稿
者
は
豊
橋
本
を
精
査
し
て
お
ら
ず
、
し
か

も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
解
答
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
従
つ

て
こ
れ
以
上
あ
れ
こ
れ
論
ず
る
の
は
無
責
任
の
そ
し
り
を
免
か
れ
な
い
の

で
あ
る
が
、
問
題
の
所
在
だ
け
で
も
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

「
追
考
」
「
裏
書
」
の
み
な
ら
ば
、
内
閣
文
庫
蔵
零
本
の
削
除
(
あ
る
い

は
写
し
も
ら
し
)
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
異
本
校
合
も
削

除
と
な
る
と
、
無
視
出
来
な
い
。

こ
こ
で
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

同
落
丁
な
し
、
異
本
校
合
、
追
考
、
裏
書
あ
り
i
志
香
須
賀
文
庫
本
、

御
亙
本

川
落
丁
あ
り
、
異
本
校
合
、
追
考
、
裏
書
あ
り
l
豊
橋
本

倒
落
丁
あ
り
、
異
本
校
合
、
追
考
、
裏
書
な
し
l
内
閣
文
庫
蔵
零
本

「
追
考
」
、
「
裏
書
」
の
有
無
は
一
括
し
て
考
え
て
差
支
え
な
い
と
思
わ

れ
る
が
、
異
本
校
合
の
有
無
ま
で
一
括
し
て
よ
い
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
増
補
、
削
除
の
場
合
を
考
え
る
と
な
る

と
組
合
せ
は
幾
通
り
に
も
な
り
、
論
理
の
遊
戯
以
外
の
何
物
で
も
な
く
な

る
恐
れ
が
大
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
可
能
な
場
合
を
列
挙
す
る
の
は
差
し
控
え
、
確
実
な
こ
と
か

ら
以
下
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

ω対
象
と
し
て
い
る
志
香
須
賀
文
庫
本
、
御
亙
本
、
内
閣
文
庫
蔵
零
本
、

豊
橋
本
の
四
本
は
同
一
系
統
本
で
、
お
そ
ら
く
一
つ
の
祖
本
に
発
し
て
い

る

ωこ
の
中
、
末
尾
を
欠
く
内
閣
文
庫
蔵
零
本
以
外
の
三
本
は
、
正
和
五

年
の
奥
書
と
「
花
鳥
次
第
」
を
末
尾
に
有
す
る
。

ω四
本
は
互
い
に
転
写
関
係
に
な
い
。

ω内
閣
文
庫
蔵
零
本
と
豊
橋
本
は
欠
落
箇
所
の
一
致
(
お
そ
ら
く
上
冊
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末
尾
の
落
丁
に
起
因
す
る
)
に
よ
り
、
他
の
二
本
と
系
統
的
に
分
か
た
れ

る
山
山
川
州
を
更
に
補
強
す
る
も
の
と
し
て
、
字
配
り
に
つ
い
て
、
内
閣
文
庫

蔵
零
本
と
豊
橋
本
は
他
の
諸
本
と
分
か
た
れ
、
相
似
た
る
も
の
が
あ
る
。

同
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

巻
上
の
「
出
万
葉
集
所
名
」
(
日
本
歌
学
大
系
本
二
五
四
頁
以
下
)
の

箇
所
で
、
諸
本
、
歌
枕
を
三
段
も
し
く
は
四
段
に
列
挙
す
る
が
、
該
二
本

は
三
段
組
形
式
の
方
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
本
と
も
、
「
山
」
の
部
で
、

第
一
行
は
「
さ
ぎ
さ
か
山
」
「
神
山
」
「
み
も
ろ
山
」
「
多
千
山
」
と
四
箇

所
挙
げ
る
が
、
二
行
目
は
「
こ
せ
山
」
「
を
す
て
山
」
二
箇
所
の
み
で
、

そ
れ
を
三
行
百
の
歌
枕
三
箇
所
の
聞
の
高
さ
に
書
い
て
い
る
。
三
行
目
以

下
は
全
て
三
箇
所
ず
っ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
配
置
の
仕
方
が
全
く
一
致

し
て
い
る
上
、
豊
橋
本
は
一
行
目
「
さ
ぎ
さ
か
山
」
の
注
「
白
鳥
ノ
鷺
坂

山
/
又
ホ
ソ
ヒ
レ
ト
モ
」
を
誤
っ
て
次
の
「
神
山
」
に
付
し
て
い
る
が
、

内
閣
文
庫
蔵
零
本
を
見
る
と
、
「
さ
ぎ
さ
か
山
」
と
「
神
山
」

の
聞
が
狭

く
、
注
が
、
「
神
山
」
の
左
右
ま
で
の
び
て
い
て
、
あ
た
か
も
「
神
山
」

の
注
の
ご
と
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
豊
橋
本
の
底
本
が
内
閣
文
庫
蔵

零
本
と
似
た
書
写
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
川
問
問
を
見
る
と
二
本
が
兄
弟
関
係
等
の
近
し
い
関
係
に
あ
る
か
の

ご
と
く
思
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
想
定
を
裏
切
る
事
実
も
ま
た
多
い
。

同
内
閣
文
庫
蔵
零
本
に
な
い
「
追
考
」
「
裏
書
」
が
豊
橋
本
に
は
あ
り
、

か
え
っ
て
志
香
須
賀
文
庫
本
、
御
亙
本
と
一
致
す
る
。

的
異
本
校
合
も
内
閣
文
庫
蔵
零
本
に
は
な
い
が
、
他
の
三
本
に
は
あ
る
。

こ
の
異
本
校
合
は
、
先
に
論
じ
た
際
言
及
し
た
よ
う
に
、
三
本
基
本
的

に
は
一
致
す
る
が
、
互
い
に
出
入
り
が
あ
り
、
従
っ
て
親
子
兄
弟
関
係
の

よ
う
な
近
し
さ
は
認
め
ら
れ
な
い
。

側
四
本
の
本
文
の
比
較
は
、
豊
橋
本
が
精
査
に
及
ん
で
い
な
い
た
め
、

確
た
る
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
内
閣
文
庫
蔵
零
本
と
志
香
須
賀
文
庫
本
・

御
基
本
の
二
つ
の
群
に
分
け
た
場
合
、
豊
橋
本
は
前
者
に
属
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
の
に
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
ず
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、

中
間
く
ら
い
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
蔵
零
本
に
一
致
す
る
場
合
と
、
志
香
須

賀
文
庫
本
・
御
亙
本
に
一
致
す
る
場
合
が
相
半
ば
す
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上

ωi聞
は
思
い
つ
く
ま
ま
列
挙
し
た
の
で
あ
る
が
、
豊
橋
本
の
性

格
が
見
き
わ
め
に
く
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
四
本
の
違
い
を
無
理
な
く
解
決
出
来
る
想
定
は
容
易
に
は

考
え
難
い
。

ま
ず
一
つ
の
案
は
、
日
比
野
氏
が
「
追
考
」
「
裏
書
」
に
関
し
て
提
案
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さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
四
本
を
含
む
伝
本
群
は
、
本
来
、
「
追
考
」
「
裏
書
」
、

異
本
校
合
全
て
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
落
丁
の
な
い
志
香
須
賀
文
庫
本
、

御
基
本
と
落
丁
本
に
発
し
た
内
閣
文
庫
蔵
零
本
、
豊
橋
本
の
二
つ
の
群
に

分
か
れ
る
。
内
閣
文
庫
蔵
零
本
は
更
に
下
冊
(
巻
下
、
下
巻
余
)
を
失
つ

た
上
、
「
追
考
」
「
裏
書
」
、
異
本
校
合
を
削
除
し
た
。

全
体
の
流
れ
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
が
最
も
自
然
な
想
定
で
あ
る
。
こ
れ

以
外
の
想
定
は
、
流
れ
の
ど
こ
か
に
不
自
然
が
生
じ
る
。

こ
の
想
定
の
難
点
は
、
内
閣
文
庫
蔵
零
本
の
削
除
の
問
題
で
あ
る
。
そ

の
理
由
が
思
い
到
ら
な
い
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
難
点
は
、
豊
橋
本
が
本
文
的
に
期
待
す
る
ほ
ど
内
閣
文
庫

蔵
零
本
に
近
く
な
い
(
倒
)
こ
と
で
あ
る
。
か
え
っ
て
、
右
の
よ
う
な
す
っ

き
り
し
た
系
統
図
に
収
ま
ら
な
い
可
能
性
も
大
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
可
能
性
も
一
案
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
、
こ
の
伝
本
群
は
、
「
追
考
」
「
裏
書
」
、
異
本
校
合
を
有
し
、

落
丁
の
な
い
志
香
須
賀
文
庫
本
、
御
亙
本
と
、
「
追
考
」
、
「
裏
書
」
、
異
本

校
合
は
な
く
、
落
丁
の
存
す
る
内
閣
文
庫
蔵
零
本
、
豊
橋
本
に
分
か
れ
て

い
た
が
、
豊
橋
本
は
、
前
者
と
接
触
し
て
、
「
追
考
」
「
裏
書
」
、
異
本
校

合
を
と
り
込
ん
だ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
想
定
は
、
日
比
野
氏
の
前
掲
引
用
部
分
に
も
見
え
る
も
の
で
、
日

比
野
氏
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
豊
橋
本
が
「
追
考
」
「
裏
書
」
、
異
本
校

合
を
と
り
込
ん
だ
の
な
ら
、
巻
中
末
尾
の
落
丁
箇
所
を
補
わ
な
か
っ
た
の

は
不
自
然
で
あ
り
、
そ
の
点
が
、
重
大
な
障
害
と
な
る
。

た
だ
、
削
除
よ
り
、
校
合
に
よ
る
追
補
の
方
が
自
然
と
す
る
考
え
方
も

あ
り
、
ま
た
、
豊
橋
本
本
文
が
混
態
化
し
て
い
る
か
に
思
え
る
の
を
説
明

す
る
に
は
都
合
が
よ
バ
。

従
っ
て
、
私
見
で
は
、
落
丁
箇
所
が
補
わ
れ
な
か
っ
た
点
に
お
け
る
障

害
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
想
定
は
捨
て
難
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
、
可
能
性
だ
け
な
ら
幾
つ
も
あ
ろ
う
が
、
更
に
一
つ
だ
け
挙
げ

て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
本
来
こ
の
系
統
は
巻
中
巻
末
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、
志
香
須

賀
文
庫
本
、
御
亙
本
は
そ
の
部
分
を
補
写
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

落
丁
本
の
上
冊
の
み
の
内
閣
文
庫
蔵
零
本
に
対
し
、
同
様
の
落
丁
は
有

す
る
が
、
下
冊
も
存
す
る
本
が
あ
り
、
そ
れ
に
「
追
考
」
「
裏
書
」
、
異
本

校
合
が
加
え
ら
れ
た
系
統
よ
り
豊
橋
本
が
生
じ
、

一
方
、
志
香
須
賀
文
庫

本
、
御
亙
本
は
更
に
落
丁
部
分
が
何
ら
か
の
本
で
補
写
さ
れ
た
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
想
定
は
、
先
の
第
二
案
の
障
害
(
校
合
や
追
補
の
際
、
な
ぜ
補
写

円
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し
な
か
っ
た
か
)
の
上
に
、
な
お
か
っ
、
次
の
段
階
で
の
補
写
を
考
え
る

一
層
問
題
が
多
い
。
た
だ
四
本
の
本
文
の
ば
ら
つ
き
具
合
を
考
え

た
め
、

る
と
、
こ
の
く
ら
い
の
段
階
が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
も
言
え
る
。

但
し
、
稿
者
自
ら
提
案
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
程
可
能
性
あ
る
想
定
と
は

考
え
て
い
な
い
。

真
実
が
ど
の
よ
う
で
あ
れ
、
同
一
祖
本
を
有
す
る
と
見
ら
れ
る
I
類
本

川
に
お
い
て
さ
え
、
本
文
に
改
変
が
な
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

先
に
、
志
香
須
賀
文
庫
本
に
、
目
録
に
従
っ
て
本
文
中
の
標
目
を
手
直

し
し
た
り
、
合
理
化
し
た
り
し
た
痕
跡
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

『
奥
義
抄
」
本
文
は
単
な
る
誤
脱
や
、
若
干
の
本
文
意
改
を
越
え
る
後
人

の
手
入
れ
が
、
そ
れ
も
近
世
近
く
ま
で
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

三
.
旧
稿
余
説
の
中
、
『
色
葉
和
難
集
』
に
お
け
る
『
奥
義
抄
』

の
引

用
、
影
響
に
つ
い
て
、
訂
正

旧
稿
に
お
い
て
、
余
説
と
し
て
、
『
袖
中
抄
』
『
和
歌
色
葉
』
『
色
葉
和

難
集
』
の
三
種
の
歌
学
書
を
と
り
上
げ
、
『
奥
義
抄
』
か
ら
の
引
用
、
影

響
に
言
及
し
た
の
は
、
『
奥
義
抄
」
諸
本
の
本
文
異
同
の
複
雑
さ
に
困
惑

し
、
他
の
歌
学
書
の
引
用
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

い
さ
さ
か
で

も
、
本
文
研
究
に
役
立
て
た
い
と
考
え
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
比
較
も
、
専
ら
『
奥
義
抄
』
諸
本
聞
に
有
意
の
異
同
の

あ
る
場
合
に
限
り
、
極
め
て
粗
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
。

殊
に
『
色
葉
和
難
集
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
格
の
複
雑
さ
に
十
分
検

討
を
加
え
ぬ
ま
ま
、
憶
説
を
積
み
重
ね
た
た
め
、
既
に
旧
稿
校
正
中
、
浅

田
徹
氏
「
祐
盛
抄
に
つ
い
て
|
奥
義
抄
・
和
歌
色
葉
と
の
関
係
か
ら
|
」

(
国
文
学
研
究
」

ω平
1
・
叩
)
の
発
表
を
見
る
に
及
ん
で
、
そ
の
不
備

に
気
付
き
、
〔
追
記
〕
中
で
言
及
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
更
に
浅
田
氏
に

は
旧
稿
発
表
後
も
書
信
で
種
々
御
教
示
を
頂
い
た
。
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本
来
な
ら
、
旧
稿
の
『
色
葉
和
難
集
』
に
関
わ
る
部
分
は
改
稿
す
べ
き

か
と
考
え
る
が
、
現
在
、
浅
田
氏
の
御
指
摘
に
正
面
か
ら
返
答
す
る
用
意

も
な
く
、
最
小
限
の
補
訂
の
み
で
、
将
来
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
浅
田
氏
論
文
で
旧
稿
と
関
わ
る
の
は
、
「
奥
義
抄
』
と

『
色
葉

和
難
集
』
所
引
の
祐
盛
説
と
の
先
後
関
係
で
あ
る
。

旧
稿
で
は
、
さ
せ
る
根
拠
は
な
い
な
が
ら
、
祐
盛
が
『
奥
義
抄
』
の
説

を
と
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
浅
田
氏
は
所
謂
祐
盛

抄
が
「
六
百
番
歌
合
の
顕
昭
陳
状
と
俊
成
加
判
と
を
そ
れ
ぞ
れ
引
い
て
い

る
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
『
奥
義
抄
」
の
先
行
を
明
快
に
論
証
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
『
奥
義
抄
』
と
祐
盛
説
と
の
比
較
に
確
た
る
基
盤
が
出



来
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
に
重
要
な
点
は
、
祐
盛
説
が
『
奥
義
抄
』
か
ら
直
接
影
響
を
受
け
る

の
み
な
ら
ず
、
『
和
歌
色
葉
』
を
経
由
し
て
二
重
に
影
響
を
受
け
て
い
る

と
す
る
指
摘
で
あ
る
。

『
和
歌
色
葉
』
、
祐
盛
説
は
共
に
『
奥
義
抄
』
を
ほ
と
ん
ど
同
文
的
に
取

り
込
ん
で
い
る
が
、
い
ず
れ
も
出
典
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
自
説
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
同
文
的
記
述
が
、
直
接
何
に
よ
っ
て

い
る
か
は
、
逐
一
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
浅
田
氏
の
検
討
の
結
果
は
、
相

次
い
で
成
立
し
た
『
和
歌
色
葉
』
と
祐
盛
説
の
先
後
影
響
関
係
は
、
祐
盛

は
『
奥
義
抄
』
を
摂
取
す
る
と
共
に
、
『
奥
義
抄
』
に
よ
っ
た
『
和
歌
色

葉
』
を
も
用
い
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

旧
稿
で
、
『
色
葉
和
難
集
』
と
『
奥
義
抄
』
と
の
影
響
関
係
を
検
討
し

た
際
に
は
、
『
色
葉
和
難
集
』
の
『
奥
義
抄
』
と
の
関
わ
り
が
複
雑
な
こ

と
も
あ
り
、
引
用
の
直
接
、
間
接
の
区
別
を
無
視
し
て
お
り
、
す
で
に
そ

の
比
較
は
参
考
資
料
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
祐

盛
説
が
『
和
歌
色
葉
』
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
は
失

考
で
あ
っ
た
。

以
下
は
、
右
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
の
旧
稿
の
補
訂
で
あ
る
。

但
し
、
『
色
葉
和
難
集
』
の
引
用
文
献
の
複
雑
さ
を
考
え
る
と
、
依
然

と
し
て
、
引
用
文
献
ご
と
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、

論
の
再
構
成
は
せ
ず
、
補
訂
に
限
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
『
奥
義
抄
』
と
祐
盛
説
と
の
先
後
を
論
じ
た
箇
所
(
旧
稿
二
五

七
頁
上
段
)
で
、
『
色
葉
和
難
集
』
巻
六
「
う
ら
し
ま
の
こ
」
の
項
を
と

り
上
げ
論
じ
て
い
る
が
、
こ
の
「
祐
云
」
は
年
時
等
が
『
奥
義
抄
』
の
記

述
よ
り
詳
細
で
、
明
ら
か
に
『
和
歌
色
葉
』
に
よ
っ
て
い
説
。
従
っ
て
、

「
祐
盛
説
が
『
奥
義
抄
』
を
増
補
し
年
時
を
書
き
入
れ
た
」
と
し
た
の
は

誤
り
で
、
増
補
し
年
時
を
書
き
入
れ
た
の
は
『
和
歌
色
葉
』
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
但
し
、
こ
の
『
和
歌
色
葉
』
は
こ
の
歌
の
前
後
、
何
れ
も
『
奥

義
抄
』
の
丸
取
り
に
近
く
、
こ
の
箇
所
の
み
何
故
、
新
た
に
資
料
を
加
え

た
の
か
不
審
は
残
る
。

な
お
、
旧
稿
で
は
、
「
祐
云
」
の
末
尾
に
「
奥
義
抄
中
同
レ
之
」
と
あ
る

の
を
、
祐
盛
は
そ
の
所
説
を
直
接
『
奥
義
抄
』
に
よ
っ
て
い
る
と
し
て
い

た
た
め
、
当
然
『
色
葉
和
難
集
』
の
著
者
と
し
て
い
た
が
、
祐
盛
が
『
和

歌
色
葉
』
に
よ
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
「
奥
義
抄
中
同
レ
之
」
と
書
い
た
の
は

祐
盛
で
も
よ
い
こ
と
に
な
る
(
つ
ま
り
、
「
祐
云
」
は
「
奥
義
抄
中
同
レ
之
」

ま
で
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
)
。
『
和
歌
色
葉
』
に
そ
っ
く
り
ょ
っ
た

祐
盛
が
『
奥
義
抄
』
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、
基
本
的
に
同
一
だ
っ
た
の
で
、

「
奥
義
抄
中
同
レ
之
」
と
加
え
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
「
奥
義
抄
云
々
」
を
書
い
た
の
は
や
は
り
『
色
葉
和

難
集
」
の
著
者
と
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
祐
盛
説
は
引
用
の
出
典
を
明

記
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
和
歌

色
葉
」
を
黙
っ
て
引
用
し
た
後
で
「
奥
義
抄
中
同
レ
之
」
と
書
く
の
は
い

か
に
も
唐
突
で
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
し
ば
し
ば
『
奥
義
抄
』
の
名

を
挙
げ
て
引
用
し
て
い
る
『
色
葉
和
難
集
』
の
著
者
の
所
為
と
し
た
い
。

次
に
旧
稿
二
五
七
頁
下
段
よ
り
二
六
二
頁
下
段
に
わ
た
っ
て
、
『
奥
義

抄
」
本
文
の
異
同
と
、
そ
れ
を
引
用
し
た
『
色
葉
和
難
集
」
と
の
影
響
関

係
に
つ
き
述
べ
た
箇
所
で
、
『
和
歌
色
葉
』
を
介
在
さ
せ
る
と
ど
の
よ
う

に
な
る
か
補
訂
す
る
。

「
く
れ
は
と
り
」
の
項

「
祐
云
」
は
『
和
歌
色
葉
」
に
よ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
『
奥
義

抄
』
諸
本
の
本
文
異
同
と
は
無
関
係
。

「
は
す
な
は
」
の
項

「
祐
盛
云
」
は
版
本
系
の
「
奥
義
抄
』
に
よ
っ
た
か
『
和
歌
色
葉
」
に

ょ
っ
た
か
判
別
出
来
な
い
。

「
あ
ま
の
ま
く
か
た
」
の
項

こ
の
場
合
は
「
祐
盛
云
」
は
「
追
考
」
を
有
す
る
点
、
直
接
『
奥
義
抄
』

に
よ
り
、
し
か
も
版
本
に
一
致
し
て
い
る
。

「
み
ち
し
れ
る
駒
」
の
項

「
奥
義
抄
云
」
と
あ
る
の
で
、
『
和
歌
色
葉
』
経
由
で
は
な
く
、
直
接

『
奥
義
抄
」
に
よ
り
、

E
類
本
に
一
致
。

「
く
も
の
は
た
て
」
の
項

「
祐
云
」
は
『
奥
義
抄
』

E
類
本
と
は
や
や
距
離
が
あ
り
、
『
和
歌
色
葉
』

に
一
致
す
る
。
従
っ
て
『
和
歌
色
葉
」
よ
り
の
引
腕
。

「
う
け
ぴ
」
の
項

「
和
云
」
は
『
和
歌
色
葉
』
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
ら
か
で
な

It¥ 。

-75-

「
み
を
し
る
あ
め
」
の
項

「
祐
云
」
は
『
和
歌
色
葉
』
に
よ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て

抄
』
の
本
文
異
同
と
は
無
関
係
。

「
奥
義

「
ね
こ
し
山
こ
し
」
の
項

「
祐
云
」
は
直
接
『
奥
義
抄
」

H
類
本
に
よ
っ
た
も
の
か
、
『
和
歌
色
葉
』

に
よ
っ
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
旧
稿
で
扱
っ
た
か
な
り
の
筒
所
が
、
実
は
『
和
歌
色

葉
』
か
ら
の
孫
引
き
と
考
え
ら
れ
る
に
至
り
、
祐
盛
説
な
ら
び
に
「
奥
義

抄
云
」
と
す
る
『
色
葉
和
難
集
」
の
引
用
が
い
か
な
る
本
文
の
『
奥
義
抄
」

に
よ
っ
て
い
る
か
は
、
手
が
か
り
が
一
段
と
少
な
く
な
っ
た
。
『
色
葉
和



難
集
』
の
著
者
、
成
立
年
代
が
不
明
で
あ
る
こ
と
と
相
侯
っ
て
、
こ
の
間

題
の
解
明
は
困
難
で
あ
る
。

以
上
が
、
旧
稿
余
説
中
、
『
色
葉
和
難
集
』
に
関
わ
る
部
分
の
補
訂
で

あ
る
が
、
更
に
一
言
し
た
い
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
色
葉
和
難
集
』
に

引
用
さ
れ
て
い
る
『
三
代
難
義
集
』
な
る
歌
学
書
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
色
葉
和
難
集
』
で
は
『
三
代
難
義
集
』
を
清
輔
の
著
作
と
し
て
扱
っ
て

い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
旧
稿
で
は
、
真
作
で
あ
る
か
否
か
い
さ
さ
か
憶

説
を
加
え
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
疑
問
は
あ
る
が
「
偽
書
と
否
定
は
せ
ず
、

真
作
の
可
能
性
を
認
め
て
取
り
扱
う
こ
と
」
と
し
た
(
旧
稿
二
五
五
頁
)

の
で
あ
る
が
、
浅
田
氏
よ
り
私
信
で
、
「
偽
書
で
あ
ろ
う
」
と
の
御
意
見

を
頂
い
た
。
こ
の
点
は
、
い
ず
れ
浅
田
氏
の
御
発
表
を
待
ち
た
い
が
、
偽

書
と
す
る
根
拠
と
し
て
、
他
書
に
お
け
る
清
輔
説
と
姐
撮
す
る
点
が
あ
る

こ
と
、
内
容
的
に
高
度
で
な
い
点
等
を
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
論
拠
は
ほ
ぼ

首
肯
し
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
議
論
の
余
地
も
あ
る
か
に
思
わ
れ
、
な
お

検
討
し
た
い
と
考
え
刻
。

以
上
旧
稿
余
説
の
『
色
葉
和
難
集
』
の
項
の
補
訂
を
試
み
た
も
の
で
あ

る

〔注〕
(
1
)
 
拙
稿
「
奥
義
抄
伝
本
考
」
(
「
斯
道
文
庫
論
集
」

M
平
2
・
3
)

(
2
)
 

日
比
野
浩
信
氏
「
豊
橋
市
立
図
書
館
蔵
『
奥
義
抄
』
に
つ
い
て
」

(
「
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
」

M
平
3
・
3
)
、
「
『
奥
義
抄
』
巻

頭
の
目
次
に
つ
い
て
」
(
問
団
平
5
・
3
)
、
「
『
奥
義
抄
』
序
と

『
和
歌
現
在
書
目
録
』
序
」
(
間
口
平
6
・
3
)
、
「
『
奥
義
抄
』
所

収
「
戯
笑
歌
」
存
疑
」
(
問
問
平
7
・
3
)
等
一
連
の
論
考
、
寺

島
修
一
氏
三
奥
義
抄
』
の
『
万
葉
集
』
事
受
|
|
和
歌
本
文
の

性
格
に
つ
い
て

l
l」
(
大
阪
市
立
大
学
「
文
章
史
研
究
」
お
平
7

ロ
)
等
が
あ
る
。

(
3
)
 

旧
稿
で
は
九
条
家
旧
蔵
本
の
呼
称
を
用
い
た
が
、
九
条
家
旧
蔵

の
確
証
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
現
在
の
御

所
蔵
者
に
よ
っ
て
志
香
須
賀
文
庫
本
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

注

(
2
)
の
最
初
の
論
考
。

(
6
)
 

(
4
)
(
5
)
 

日
本
歌
学
大
系
本
「
き
た
の
を
か
」
と
あ
る
が
、
志
香
須
賀
文

庫
本
以
下
諸
本
「
さ
だ
の
を
か
」
で
あ
る
。

(
8
)
 

(
7
)

「
乾
」
に
似
た
字
体
で
あ
る
。

「
追
考
」
「
裏
書
」
そ
れ
ぞ
れ
の
有
無
は
ほ
ぼ
連
動
し
て
お
り
、

例
外
は
慶
安
五
年
版
本
の
み
で
あ
る
。
諸
本
に
お
け
る
有
無
を
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括
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

I
類
本

川
志
香
須
賀
文
庫
本
、
書
陵
部
蔵
御
亙
本
、
豊
橋
市
中
央
図

書
館
本
|
有

内
閣
文
庫
蔵
零
本
ー
無

同
慶
安
五
年
版
本
|
「
追
考
」
有
、
「
裏
書
」
無

E
類
本内

閣
文
庫
蔵
抄
出
本
|
有

大
東
急
記
念
文
庫
本
、
松
永
貞
徳
本
、
書
陵
部
蔵
零
本
ー

無

そ
の
他
の
諸
本
は
巻
中
は
欠
巻
で
あ
る
。

(
9
)
 
豊
橋
本
の
「
出
万
葉
集
所
名
」
の
歌
枕
の
掲
出
の
仕
方
が
内
閣

文
庫
蔵
零
本
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、

そ
の
一
方
、
字
句
に
は
案
外
異
同
が
多
い
。
更
に
、
内
閣
文
庫
蔵

零
本
は
「
井
」
の
部
で
「
か
そ
れ
の
み
井
」
を
欠
い
て
い
る
が
、

豊
橋
本
は
そ
れ
を
「
イ
」
と
し
て
補
入
し
て
い
る
。
「
か
そ
れ
の

み
井
」
は
諸
本
欠
く
本
が
多
く
、
存
在
す
る
の
は
、
志
香
須
賀
文

庫
本
、
御
基
本
、
版
本
、
内
閣
文
庫
蔵
抄
出
本
の
み
で
あ
る
。
こ

の
点
な
ど
、
豊
橋
本
が
志
香
須
賀
文
庫
本
、
御
亙
本
系
統
の
本
と

接
触
し
た
痕
跡
か
も
し
れ
な
い
。
勿
論
、
別
の
可
能
性
も
あ
る
。

例
え
ば
、
こ
れ
は
、
纏
々
問
題
に
し
て
き
た
異
本
校
合
の
一
で
あ

り
、
内
閣
文
庫
蔵
抄
出
本
に
近
い
一
本
と
な
さ
れ
た
他
の
箇
所
の

も
の
と
同
一
性
質
で
あ
り
、
志
香
須
賀
文
庫
本
、
御
亙
本
は
そ
れ

が
本
行
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
。

(
叩
)

念
の
た
め
該
当
部
分
を
掲
げ
る
。

奥
義
抄
(
日
本
歌
学
大
系
本
二
八
七
l
八
頁
)

(
前
略
)
雄
略
天
皇
時
に
、
丹
後
国
余
社
郡
水
郷
の
浦
嶋
の
子
と

い
ふ
も
の
、
お
ほ
き
な
る
か
め
を
つ
れ
り
け
る
、
女
に
な
り
に
け

り
。
そ
れ
を
め
に
し
て
蓬
莱
に
い
た
れ
り
け
る
に
、
故
郷
を
こ
ひ

て
帰
り
な
む
と
い
ひ
け
れ
ば
、
女
封
じ
た
る
箱
を
、
是
を
か
た
み

に
せ
よ
、
ゆ
め
/
¥
あ
く
な
と
い
ひ
て
と
ら
せ
た
り
け
る
を
、
ゆ

(

た

ち

)

・

か
し
さ
に
あ
け
て
み
れ
ば
紫
雲
在
り
て
そ
ら
に
の
ぼ
り
に
け
り
。

こ
の
を
と
こ
の
よ
は
ひ
を
こ
め
た
り
け
れ
ば
、
を
と
こ
老
か
f

ま

り
に
け
り
。
く
や
し
と
お
も
へ
ど
か
ひ
な
し
。
こ
れ
よ
り
あ
け
て

く
や
し
き
事
に
よ
む
な
り
。

和
歌
色
葉
(
日
本
歌
学
大
系
本
二
三
八
頁
)

是
は
雄
略
天
皇
二
十
二
年
の
時
、
丹
後
国
余
佐
の
郡
水
江
の
浦
島

の
子
と
い
ふ
も
の
亀
を
つ
れ
り
け
る
が
女
に
な
り
に
け
り
。
そ
れ
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を
め
に
し
て
蓬
莱
に
い
た
れ
り
け
る
が
、
故
郷
を
こ
ひ
て
か
へ
り

な
む
と
い
ひ
け
れ
ば
、
封
た
る
は
こ
を
是
を
か
た
み
に
せ
よ
、
ゆ

め
/
¥
あ
く
な
と
い
ひ
て
と
ら
せ
た
り
け
る
を
、
ゆ
か
し
さ
に
あ

け
て
み
れ
ば
紫
雲
た
ち
て
空
に
の
ぼ
り
に
け
り
。
こ
の
齢
を
こ
め

た
り
け
れ
ば
男
老
か
f

ま
り
に
け
り
。
く
や
し
と
思
へ
ど
か
ひ
な

し
。
是
よ
り
あ
け
て
く
や
し
き
事
に
よ
む
也
ロ
淳
和
天
皇
二
年
に

か
へ
り
き
た
れ
り
。
そ
の
間
三
百
四
十
八
年
を
へ
た
り
と
い
へ
り
。

色
葉
和
難
集
(
日
本
歌
学
大
系
本
四
八
八
頁
)

祐
云
、
こ
れ
は
雄
略
天
皇
廿
二
年
丹
後
国
余
佐
郡
水
江
浦
嶋
子
と

云
も
の
か
め
を
つ
れ
り
け
る
が
、
女
に
な
り
に
け
り
。
そ
れ
を
め

に
し
て
蓬
莱
に
い
た
れ
り
け
る
に
、
故
郷
を
恋
ひ
て
か
へ
り
な
ん

と
い
ひ
け
れ
ば
、
封
じ
た
る
は
こ
を
と
ら
せ
て
、
こ
れ
を
か
た
み

に
せ
よ
、
ゆ
め
/
¥
あ
く
な
と
い
ひ
て
、
と
ら
せ
た
り
け
る
を
、

ゆ
か
し
さ
に
あ
け
て
み
れ
ば
、
紫
雲
の
や
う
な
る
物
た
ち
て
そ
ら

に
の
ぼ
り
て
け
り
。
こ
の
よ
は
ひ
を
こ
め
た
り
け
れ
ば
、
年
お
い

か
ず
ま
り
に
け
り
。
く
や
し
く
お
も
へ
ど
も
か
ひ
な
し
。
是
よ
り

あ
け
て
く
や
し
き
事
に
よ
む
な
り
。
淳
和
天
皇
天
長
二
年
に
か
へ

り
来
れ
り
。
そ
の
あ
ひ
だ
三
百
四
十
八
年
を
経
た
り
。
奥
義
抄
中

問
レ
之
。

(
日
)

夏
の
夜
は
う
ら
し
ま
が
こ
の
は
こ
な
れ
や
は
か
な
く
あ
け
て
く

や
し
か
る
ら
ん

「
雄
略
天
皇
二
十
二
年
」
「
淳
和
天
皇
二
年
」
「
三
百
四
十
八
年
」

は
『
和
歌
童
蒙
抄
』
巻
二
と
同
一
で
あ
る
。

(ロ)

奥
義
抄
(
大
東
急
記
念
文
庫
本
)

く
も
の
は
た
て
両
説
也
、

一
は
く
も
の
い
か
き
た
る
を
い
ふ
也
、

き
ぬ
布
な
ど
を
る
様
な
れ
ば
よ
そ
へ
て
い
ふ
に
や
、
こ
の
義
な
ら

ば
蜘
昧
を
雲
に
そ
へ
て
天
つ
空
な
る
人
こ
ふ
る
身
は
と
よ
め
る
に

こ
そ
、
く
も
の
は
た
て
に
思
ふ
と
は
蜘
の
い
は
と
ざ
ま
か
く
ざ
ま

に
乱
た
る
物
な
れ
ば
、

一
方
な
ら
ず
か
く
物
を
思
み
だ
る
、
と
云

心
也
、
く
も
で
に
物
を
思
ふ
比
か
な
と
い
ふ
寄
も
此
心
に
こ
そ
、

一
説
に
は
た
冶
か
ひ
の
庭
な
ど
に
た
つ
る
は
た
の
様
な
る
雲
の
タ

暮
に
た
つ
を
豊
は
た
雲
と
も
雲
の
は
た
て
と
も
い
ふ
也
と
も
申
す
、

此
儀
に
つ
か
ば
雲
は
は
か
り
も
な
く
尽
せ
ぬ
物
に
い
へ
ば
雲
の
ご

と
く
に
な
ん
お
も
ふ
と
読
る
に
こ
そ
、
順
が
か
な
の
序
に
も
、
思

ふ
心
雲
の
は
た
て
に
あ
り
な
が
ら
お
り
た
ち
て
い
は
む
か
た
な
し

と
書
り
、

又
古
寄
に
も

天
の
原
春
は
こ
と
に
も
見
ゆ
る
哉
雲
の
は
た
て
も
色
ま
き
り
け
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り

重
イ

と
よ
め
り
、
是
が
正
義
に
で
あ
る
に
や
、
又
貫
之
が
く
も
の
し
に

た
る
を
み
て
よ
め
る
寄

さ
冶
が
に
の
雲
の
は
た
て
の
さ
は
ぐ
哉
風
こ
そ
く
も
の
命
成
け

れ
是
も
此
儀
に
か
な
へ
り

和
歌
色
葉
(
一
二
二
頁
)

是
に
両
説
あ
り
。

一
に
は
蜘
の
い
か
き
た
る
を
云
ふ
也
。
蜘
を
雲

に
そ
へ
て
、
あ
ま
つ
空
な
る
と
い
へ
り
。
は
た
て
と
は
く
も
の
い

は
、
と
か
く
み
だ
れ
た
る
物
な
れ
ば
、
思
ひ
に
よ
そ
へ
た
る
也
。

く
も
で
に
物
を
思
ふ
と
云
へ
る
心
也
。
重
之
が
、
く
も
の
死
た
る

を
み
て
よ
め
る
歌

さ
冶
が
に
の
い
と
の
は
た
て
の
さ
わ
ぐ
か
な
風
こ
そ
く
も
の
命

な
り
け
れ

さ
、
が
に
は
く
も
の
名
也
。

一
に
は
た
、
か
ひ
の
庭
な
ん
ど
に
立

つ
る
は
た
の
や
う
な
る
く
も
の
夕
暮
に
た
つ
を
と
よ
は
た
雲
と
も
、

雲
の
旗
手
と
も
い
ふ
也
。
古
歌
云
、

あ
ま
の
は
ら
春
は
こ
と
に
も
見
ゆ
る
か
な
雲
の
は
た
て
も
色
ま

さ
り
け
り

(
日
)

と
よ
め
り

色
葉
和
難
集
(
五
O
O
頁
)

祐
云
、
是
に
二
の
説
あ
り
。

一
に
は
く
も
と
い
ふ
む
し
の
い
か
き

た
る
を
い
ふ
な
り
。
蜘
を
雲
に
そ
へ
て
あ
ま
っ
そ
ら
と
は
い
ふ
な

り
。
は
た
て
と
は
く
も
の
い
は
と
か
く
み
だ
れ
た
れ
ば
、
お
も
ひ

に
そ
へ
た
り
。
く
も
で
に
物
を
お
も
ふ
な
ど
い
ふ
心
な
り
。
重
之

が
蜘
の
し
に
た
る
を
み
て
よ
め
る

さ
、
が
に
の
い
と
の
は
た
て
の
さ
は
ぐ
か
な
風
こ
そ
く
も
の
い

の
ち
な
り
け
れ

一
に
は
、

い
く
さ
の
は
た
の
や
う
な
る
く
も
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
に
た
つ

を
、
く
も
の
は
た
て
と
も
い
ひ
、
と
よ
は
た
ぐ
も
と
も
い
ふ
な
り
。

古
歌
に
、

あ
ま
の
は
ら
春
は
こ
と
に
も
見
ゆ
る
か
な
く
も
の
は
た
て
も
い

ろ
ま
さ
り
け
り

わ
た
っ
海
の
と
よ
は
た
雲
に
い
り
日
さ
し
こ
よ
ひ
の
月
よ
す
み

あ
か
く
こ
そ

奥
義
抄
(
内
閣
文
庫
蔵
「
古
今
和
歌
湛
頂
部
」
)

か
ず
/
¥
と
は
殊
に
な
ど
云
心
也
、
数
は
調
を
尽
す
儀
也
、
さ
れ

ば
思
覧
心
ざ
し
の
程
を
尽
し
て
と
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
、
只
雨
の
う
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ら
む
に
ぬ
れ
/
¥
来
ら
ぱ
類
な
き
志
と
し
り
又
降
と
て
こ
ず
は
さ

し
も
思
は
ぎ
り
け
り
と
知
ん
と
読
、
我
身
の
程
を
知
せ
ん
と
て
身

を
し
る
雨
と
は
云
也
、
是
を
本
に
て
今
の
世
の
人
は
身
を
知
雨
と

は
読
侍
る
と
ぞ
見
ゆ
る
を
泊
を
い
ふ
な
ど
由
人
も
あ
れ
ど
も
い
か
ザ

侍
べ
か
ら
む
、
追
考
、
伊
勢
寄
ニ

(
マ
マ
)

か
た
め
に
も
身
を
し
る
雨
の
降
し
か
な
我
も
せ
き
あ
へ
ぬ
君
も

こ
し
か
ぱ

是
ぞ
涙
を
い
ふ
や
う
に
は
聞
へ
侍
る

和
歌
色
葉
士
一
二
三
頁
)

か
ず
/
¥
に
と
は
こ
と
ハ
¥
に
と
云
ふ
也
。
数
は
事
を
つ
く
す
義

也
。
き
れ
ば
思
ら
む
心
の
程
を
つ
く
し
て
と
ふ
べ
き
な
ら
ば
、
た
ザ

雨
の
ふ
ら
む
に
ぬ
れ
/
¥
き
た
ら
ば
心
ざ
し
と
し
ら
む
。
ふ
る
と

て
こ
ず
は
さ
し
も
思
は
ざ
ら
む
と
し
ら
む
と
よ
め
り
。
我
身
の
程

を
し
ら
せ
ん
ず
れ
ば
身
を
し
る
雨
と
は
云
也
。
是
を
本
に
て
今
の

世
の
人
は
、
身
を
し
る
雨
と
は
よ
め
る
な
る
べ
し
。
又
な
み
だ
を

も
い
へ
り
。
伊
勢
歌
云
、

か
た
み
に
も
身
を
し
る
雨
の
ふ
り
し
か
な
我
も
せ
き
あ
へ
ず
君

も
こ
し
か
ば

色
葉
和
難
集
(
五
六
六
頁
、
「
仮
名
寄
和
歌
」
)

(
U
)
 祐

云
、
数
ハ
¥
に
と
云
ふ
は
、
こ
と
ハ
¥
に
と
云
な
り
。
数
は
こ

と
を
尽
義
也
。
き
れ
ば
思
ふ
ら
ん
心
ざ
し
の
程
を
つ
く
し
て
こ
ふ

べ
き
な
ら
ば
、
た
ず
あ
め
の
ふ
ら
ん
に
も
ぬ
れ
/
¥
き
た
ら
ば
心

ざ
し
あ
る
と
し
ら
ん
と
よ
め
る
な
り
。
我
身
の
程
を
し
ら
ん
ず
れ

ぱ
身
を
し
る
雨
と
は
い
ふ
な
り
。
是
を
本
に
し
て
今
の
世
の
人
は

み
を
し
る
雨
と
は
よ
め
る
な
る
べ
し
。
な
み
だ
を
云
な
り
と
い
ふ

義
も
あ
り
。
伊
勢
が
歌
に
、

か
た
み
に
も
み
を
し
る
雨
の
ふ
り
し
か
な
そ
れ
も
せ
き
あ
へ
ず

君
も
こ
し
か
も

(
後
略
)

『
和
歌
色
葉
』
に
「
難
義
抄
」
、
『
八
雲
御
抄
』
私
記
、
『
私
所

持
和
歌
草
子
目
録
』
(
二
箇
所
に
重
出
)
に
そ
れ
ぞ
れ
「
難
義
集
」

と
見
え
て
い
る
の
が
、
仮
に
こ
の
「
三
代
難
義
集
」
の
こ
と
で
あ

る
な
ら
、
そ
の
成
立
の
古
さ
は
注
目
さ
れ
る
が
、

一
方
、
そ
れ
ら

が
何
れ
も
清
輔
撰
と
し
て
い
な
い
点
、
や
は
り
清
輔
の
所
説
を
多

く
と
り
入
れ
た
撰
者
未
詳
の
著
作
と
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

nu 。。


